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明
治
二
十
四
年
の
濃
尾
地
震
と
皇
室
・
宮
内
省

辻　

岡　

健　

志

は
じ
め
に

　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
月
二
十
八
日
午
前
六
時
三
八
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
・
〇
の
直
下
型
地
震
が
岐
阜
・
愛
知
両
県
を
中
心
と
す
る
一
帯
を
襲
っ
た

（
（
（

。
内
陸
地
震

と
し
て
は
過
去
最
大
級
の
地
震
と
さ
れ
る
濃
尾
地
震
は
、
死
者
七
二
七
三
人
、
負
傷
者
一

万
七
一
七
五
人
、
全
壊
家
屋
一
四
万
二
一
七
七
戸
、
半
壊
八
万
三
二
四
戸
な
ど
の
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

地
震
の
一
報
を
受
け
た
明
治
天
皇
・
皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
か
ら
は
、
地
震
直
後
の
十

月
三
十
日
に
「
救
恤
」
の
た
め
、
岐
阜
・
愛
知
両
県
に
金
三
〇
〇
〇
円
が
下
賜
さ
れ
た

（
（
（

。

本
稿
で
は
、
恩
賜
金
を
始
め
と
し
た
濃
尾
地
震
に
お
け
る
皇
室
・
宮
内
省
の
対
応
に
つ
い

て
扱
う
。
そ
の
際
、
皇
室
の
み
な
ら
ず
、
皇
室
を
支
え
る
宮
内
省
の
対
応
を
含
め
て
、
震

災
対
応
の
全
体
を
一
体
的
に
捉
え
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　

明
治
以
降
、
様
々
な
災
害
が
発
生
し
、
皇
室
と
し
て
も
対
応
し
て
き
た
。
そ
の
具
体
的

な
方
法
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が
、
災
害
救
恤
の
た
め
の
恩
賜
金
（
災
害
救
恤
金
）
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
皇
室
と
災
害
に
関
す
る
研
究
で
特
に
進
展
し
た
の
は
、
こ
の
恩
賜
金
に
つ

い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
期
の
大
規
模
な
自
然
災
害
の
一
つ
で
あ
る
、
明
治
二
十
一

年
の
磐
梯
山
噴
火
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
皇
室
の
災
害
救
助
の
具
体
化
と
し
て
金
三

〇
〇
〇
円
が
福
島
県
に
下
賜
さ
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
で
は
一
般
の
義
捐
金
募
集
に
も
影

響
を
与
え
た
こ
と
か
ら
皇
室
の
果
た
し
た
役
割
が
評
価
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
明
治
二
十
一
～
二

十
三
年
の
「
恩
賜
」
の
実
態
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
川
田
敬
一
の
研
究
で
は
、
近
代
皇
室

が
政
治
以
外
の
社
会
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た

（
（
（

。
災
害
時
の
恩
賜
も
こ
の
中

に
含
ま
れ
る
。

　

さ
て
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
濃
尾
地
震
に
つ
い
て
も
、
地
震
直
後
に
皇
室
と
し
て
い
ち

早
く
と
っ
た
対
応
が
恩
賜
金
で
あ
っ
た
。
宮
城
洋
一
郎
の
研
究
で
は
、
宮
内
省
の
公
文
書

で
あ
る
「
恩
賜
録
」
を
用
い
て
、
皇
室
か
ら
の
恩
賜
金
が
迅
速
に
被
災
各
県
へ
配
布
さ
れ

た
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

（
（
（

。
特
に
、
岐
阜
・
愛
知
・
福
井
の
被
災
三
県
で
は
「
聖
意
」

の
「
貫
徹
」
を
強
調
し
つ
つ
、
公
平
性
、
合
理
性
な
ど
を
基
調
に
独
自
に
配
布
さ
れ
た
と

い
う
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
被
災
地
の
現
場
で
行
わ
れ
た
具
体
的
な
救
援
活
動
と
し
て
は
、
救
護
団
体
や

病
院
、
学
校
、
宗
教
団
体
な
ど
の
公
的
機
関
・
民
間
団
体
に
よ
る
医
療
救
護
が
挙
げ
ら
れ

る
（
（
（

。
そ
の
内
、
皇
室
の
対
応
に
関
連
し
た
も
の
に
は
、
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
赤
十
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字
社
の
医
療
救
護
活
動
が
あ
る

（
（
（

。
同
社
で
は
災
害
救
護
を
正
式
な
事
業
と
位
置
づ
け
て
い

な
か
っ
た
が
、
皇
后
の
意
向
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

　

以
上
の
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
濃
尾
地
震
時
の
皇
室
・
宮
内
省
の
対
応
に
つ

い
て
次
の
二
点
の
課
題
を
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
、
皇
室
・
宮
内
省
の
被
災
認
識
に
つ
い
て

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
皇
室
・
宮
内
省
で
は
地
震
の
被
災
情
報
を
ど
の
よ
う
に
し
て
得
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
岐
阜
県
か
ら
政
府
へ
の
被
災
情
報
の
伝
達
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
も
の
の

（
（
（

、
天
皇
へ
の
上
奏
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
恩
賜
金
決
定
の
前
提
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

次
に
、
皇
室
・
宮
内
省
の
震
災
対
応
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
皇
室
の
震
災
対
応

と
し
て
恩
賜
金
が
代
表
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
実
際
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
宮
内
省
内
で
は
、
恩
賜
金
や
救
護
活
動
以
外
に
も
募
金
や
侍
従
等
の
差
遣
、
皇
族

の
視
察
な
ど
様
々
な
震
災
対
応
が
検
討
さ
れ
、
実
施
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
比
較
的
に

捉
え
る
作
業
と
し
て
、
濃
尾
地
震
以
前
の
前
史
か
ら
、
皇
室
・
宮
内
省
の
震
災
対
応
を
位

置
づ
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
被
災
地
で
あ
る
岐
阜
市
に
は
、
宮
内
省
御
料
局
木
曽
支
庁
が
置
か
れ
て
い
た
。

木
曽
支
庁
の
震
災
対
応
と
し
て
は
、
被
災
者
へ
の
復
旧
用
建
築
材
の
払
下
げ
が
挙
げ
ら
れ

る
（
（
（

。
具
体
的
に
は
愛
知
県
に
白
鳥
貯
木
場
の
貯
材
約
一
一
万
本
を
、
岐
阜
県
に
は
御
料
林

の
立
木
五
万
四
三
九
〇
本
を
震
災
時
の
時
価
よ
り
一
割
引
の
価
格
で
譲
渡
さ
れ
た
と
さ
れ

る
。
だ
が
、
御
料
林
木
の
払
下
げ
を
始
め
と
し
た
、
御
料
局
木
曽
支
庁
に
よ
る
震
災
対
応

の
実
態
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

以
上
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
濃
尾
地
震
を
事
例
と
し
て
皇
室
・
宮
内
省
の

災
害
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
明
治
前
期
に
お
け
る
皇
室
・

宮
内
省
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
第
二
に
、
濃
尾
地
震
発
生
後
の
皇
室
・
宮
内

省
で
の
被
災
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
に
、
皇
室
・
宮
内
省
に
よ
る
震
災
対
応
の
事

例
を
取
り
上
げ
る
。

　

そ
の
際
、
本
稿
で
用
い
る
主
要
史
料
は
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
宮
内
省

公
文
書
類
で
あ
る
。
東
京
の
宮
内
省
本
省
と
、
被
災
地
に
あ
る
御
料
局
木
曽
支
庁
の
震
災

対
応
に
留
意
し
て
、
省
内
の
決
裁
文
書
な
ど
か
ら
可
能
な
限
り
皇
室
・
宮
内
省
の
震
災
対

応
の
実
態
に
迫
り
た
い
。

一　

明
治
前
期
の
災
害
と
皇
室
・
宮
内
省

　

本
章
で
は
ま
ず
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
の
濃
尾
地
震
の
対
応
の
前
提
と
な
る
、

明
治
前
期
に
お
け
る
皇
室
・
宮
内
省
の
災
害
対
応
を
扱
う
。
濃
尾
地
震
と
い
う
近
代
に
な

っ
て
初
め
て
経
験
す
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
と
比
較
し
位
置
づ
け
る
た
め
、
そ
れ
ま
で

の
災
害
対
応
の
取
組
み
と
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

皇
室
の
災
害
対
応
と
し
て
は
、
被
災
地
へ
の
恩
賜
金
（
救
恤
金
の
下
賜
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。
明
治
前
期
の
災
害
に
際
し
、
皇
室
か
ら
下
賜
さ
れ
た
救
恤
金
を
一
覧
化
し
た
も
の
が

【
表
１
】
で
あ
る
。
こ
れ
は
宮
内
省
庶
務
課
・
内
事
課
（
後
に
大
臣
官
房
総
務
課
）
の
作

成
し
た
恩
賜
・
下
賜
金
の
決
裁
書
類
を
綴
っ
た
「
恩
賜
録
」
を
手
が
か
り
に
し
て
作
成
し

た
も
の
で
あ
る

（
（1
（

。「
恩
賜
」「
下
賜
」
と
は
、
天
皇
か
ら
賜
る
こ
と
を
指
す
皇
室
用
語
で
あ

る
（
（1
（

。
そ
こ
で
、
こ
の
表
を
も
と
に
し
な
が
ら
明
治
前
期
の
皇
室
に
よ
る
災
害
対
応
に
つ
い

て
見
て
い
く
と
、
次
の
三
点
の
特
徴
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
恩
賜
金
（
災
害
救
恤
金
の
下
賜
）　

ま
ず
、
明
治
以
降
に
災
害
が
発
生
す
る
と
、
皇
室

か
ら
は
そ
の
被
害
規
模
に
応
じ
て
救
恤
金
が
下
賜
さ
れ
た
。
明
治
に
入
っ
て
、
初
例
と
な

る
災
害
へ
の
救
恤
金
の
下
賜
は
、
明
治
五
年
二
月
六
日
に
発
生
し
た
浜
田
地
震
と
さ
れ
る

（
（1
（

。
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【表１】明治前期災害救恤金・侍従等差遣一覧
下賜年月日 事項 救恤金 差遣決定日 差遣者

明治12年12月26日 函館港大火 金1,000円
【皇族】金500円

明治12年12月27日 東京府下日本橋区・京橋区大火 金2,000円
【皇太后・皇后】金1,000円
【皇族】金500円

明治13年２月４日 山形県下最上川水害 金500円
明治13年８月９日 新潟県下三条町及新潟港大火 金1,500円
明治13年８月20日 青森県下弘前町大火 金500円
明治14年２月22日 東京府下四谷区大火 金1,500円
明治14年６月27日 石川県下洪水 金7,000円
明治14年７月６日 新潟県下水害 金1,000円
明治17年９月16日 岡山県下暴風海嘯 金3,000円 同年10月４日 宮内少書記官高辻修長
明治17年10月８日 愛媛県下暴風海嘯 金2,500円 同年10月４日 宮内少書記官高辻修長
明治17年11月１日 広島県下暴風海嘯 金1,500円 同年10月４日 宮内少書記官高辻修長
明治17年11月４日 鹿児島県下暴風海嘯 金1,000円 同年10月４日 侍従荻昌吉
明治18年６月30日 大阪府淀川洪水、同府管内水害 金3,000円
明治18年７月４日 富山県下水害・大火 金2,500円
明治19年５月３日 秋田県下大火 金2,000円
明治19年６月18日 長野県下松本町及飯山町大火 金1,000円
明治20年１月２日 茨城県水戸市街大火 金1,000円
明治20年１月22日 北海道根室市街大火 金300円
明治20年４月22日 富山県下大火 金1,000円
明治21年１月13日 長野県下松本市街大火 金1,000円
明治21年４月11日 福井県下大野市街大火 金1,000円
明治21年７月17日
明治21年７月25日

福島県下磐梯山噴火 金3,000円
【皇后】金1,000円

同年７月17日 侍従東園基愛

明治21年８月２日 福井県下小浜市街大火 金700円
明治21年８月11日
明治21年８月25日

岐阜県下大垣地方水害 金1,500円
【皇后】金500円

同年８月10日 侍従富小路敬直

明治21年８月14日 徳島県下吉野川洪水、覚圓村他水害 金500円
明治21年９月21日 徳島県下那賀郡其他之郡村海嘯 金1,000円
明治21年９月22日 大阪府下暴風雨 金1,000円
明治21年９月22日 和歌山県下暴風雨 金2,000円
明治21年11月26日 島根県隠岐国西郷大火・水害 金1,000円
明治22年５月４日 秋田県下横手町大火 金1,000円
明治22年７月22日
明治22年７月29日

福岡県下筑後川洪水、御井郡他郡村水害 金1,500円
【皇后】金500円

同年７月12日 侍従萬里小路通房

明治22年７月24日
明治22年７月29日

大分県下諸川洪水、日田郡他郡村水害 金1,000円
【皇后】金300円

同年７月12日 侍従萬里小路通房

明治22年７月30日 佐賀県下千年川洪水、基肄郡他郡村水害 金500円
【皇后】金200円

同年７月12日 侍従萬里小路通房

明治22年８月24日 熊本県下震災 金1,000円
【皇后】金300円

同年７月30日 侍従富小路敬直・非職侍従荻昌吉

明治22年８月24日 和歌山県下水害 金1,500円
【皇后】金500円

同年８月23日 侍従堀河康隆

明治22年８月26日 奈良県下水害 金1,000円
【皇后】金300円

同年８月26日 侍従堀河康隆

明治22年９月16日 愛知県下水害 金1,500円
【皇后】金500円

同年９月16日 侍従東園基愛

明治22年９月21日 宮城県下水害 金1,000円
【皇后】金300円

明治23年３月１日 東京府下四谷区内火災 【皇太子】金200円
明治23年３月３日 東京府下浅草区内火災 【天皇・皇后】金1,000円
明治23年９月７日 大阪市大火 【天皇・皇后】金1,000円
明治23年10月10日 埼玉県下水害 金700円

【皇后】金300円
同年10月14日 侍従東園基愛

明治23年10月10日 福島県下水害 金700円
【皇后】金300円

同年10月14日 侍従東園基愛

明治23年10月23日 高知県下水害 金700円
【皇后】金300円

同年10月14日 侍従毛利左門

明治23年12月２日 神奈川県下横須賀町大火 【天皇・皇后】金800円 同年12月２日 侍従富小路敬直
明治24年５月１日 長野県下松代町外二村大火 【天皇・皇后】金700円 同年５月２日 侍従毛利左門
明治24年９月24日 福岡県下水害 金1,500円

【皇后】金500円
同年９月11日 侍従東園基愛

明治24年９月24日 富山県下水害 金1,500円
【皇后】金500円

同年９月24日 侍従毛利左門

※�庶務課・内事課「恩賜録」明治12 ～ 14,17 ～ 24年（190-2,191- １･ ３･4,192- １～ 3,196,197- １･2,198,199- １～ 4,200- ２～ 4,201- １～４）、
庶務課・内事課「進退録」明治17･21 ～ 24年（20819-2,20823-1,20825-2,20826-2,20828- １･ ２）、臨時帝室編修局「侍従日録16」（35397）（以
上、宮内庁宮内公文書館所蔵）、『明治天皇紀』第４～７（吉川弘文館、1970 ～ 1972年）より作成。
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明治二十四年の濃尾地震と皇室・宮内省

浜
田
県
浜
田
町
（
現
島
根
県
浜
田
市
）
沖
を
震
源
と
す
る
推
定
で
震
度
六
の
地
震
が
発
生

し
、
死
傷
者
一
一
〇
〇
人
以
上
に
及
ぶ
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
政
府
と
し
て
は
、

廃
藩
置
県
後
に
制
定
さ
れ
た
「
窮
民
一
時
救
助
規
則
」（「
県
治
条
例
」
明
治
四
年
十
一
月
、

太
政
官
達
六
二
三
号
）
に
基
づ
き
救
助
金
を
支
出
し
て
対
応
し
た
。

　

地
震
か
ら
約
四
か
月
後
の
六
月
十
一
日
、
九
州
・
西
国
巡
幸
中
の
明
治
天
皇
は
、
浜
田

県
令
佐
藤
信
寛
を
山
口
県
門
司
の
行
在
所
に
召
し
て
、
震
災
の
状
況
を
下
問
し
た

（
（1
（

。
こ
れ

を
受
け
て
、「
未
曾
有
ノ
震
災
ニ
罹
リ
不
愍
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
極
難
渋
ノ
者
」
に
対

し
て
金
三
〇
〇
〇
円
を
下
賜
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
災
害
救

恤
金
の
下
賜
が
決
ま
り
、
宮
内
省
内
で
ど
の
よ
う
に
手
続
き
さ
れ
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
浜
田
地
震
の
事
例
は
、
大
規
模
な
災
害
に
対
し
て
、
天
皇
か
ら
救
恤
金
が
下
賜

さ
れ
る
初
例
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
恩
賜
録
」
に
お
い
て
宮
内
省
内
で
の
下
賜
手
続
き
を
確
認
で
き
る
の
は
、

明
治
十
二
年
の
函
館
大
火
の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
二
月
六
日
、
函
館
市
街
三
三
町
の

広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
延
焼
し
、
二
三
二
六
戸
を
焼
失
し
た
大
火
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
こ
の
函
館

大
火
に
際
し
て
、
宮
内
省
で
は
同
月
二
十
五
日
、
皇
室
か
ら
の
「
焼
失
ノ
者
共
ヘ
御
救
恤
」

と
し
て
金
一
〇
〇
〇
円
を
下
賜
す
る
こ
と
と
し
、
宮
内
卿
に
よ
り
決
裁
さ
れ
た

（
（1
（

。
翌
二
十

六
日
、
下
賜
金
は
参
議
・
開
拓
長
官
黒
田
清
隆
へ
下
げ
渡
さ
れ
た
。

　

続
く
明
治
十
三
年
に
発
生
し
た
新
潟
港
大
火
で
は
、
下
賜
す
る
災
害
救
恤
金
の
金
額
を

算
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
函
館
大
火
な
ど
の
下
賜
事
例
が
「
先
例
」
と
し
て
参
照
さ

れ
て
い
る

（
（1
（

。
明
治
十
二
年
以
降
は
宮
内
省
内
で
決
裁
し
て
、
災
害
規
模
に
応
じ
て
救
恤
金

を
下
賜
す
る
よ
う
に
な
り
、
皇
室
の
災
害
対
応
の
一
つ
と
し
て
災
害
救
恤
金
が
定
着
し
始

め
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

②
侍
従
等
の
差
遣　

次
に
、
侍
従
等
の
差
遣
に
つ
い
て
で
あ
る
。
災
害
が
発
生
す
る
と
、

皇
室
で
は
救
恤
金
下
賜
の
他
に
、
天
皇
の
側
近
で
あ
る
侍
従
等
を
被
災
地
へ
差
遣
し
た
。

【
表
１
】
の
右
端
に
記
載
し
た
の
は
、
宮
内
省
の
人
事
記
録
で
あ
る
「
進
退
録
」
等
か
ら

判
明
し
た
侍
従
等
の
差
遣
状
況
で
あ
る
。

　

管
見
の
限
り
、
災
害
時
に
侍
従
等
の
側
近
が
差
遣
さ
れ
た
早
い
事
例
と
し
て
は
、
明
治

十
七
年
八
月
の
中
国
・
四
国
・
九
州
地
方
の
暴
風
雨
に
際
し
て
で
あ
る
。
十
月
四
日
付
で
、

宮
内
省
内
で
は
被
害
状
況
の
視
察
の
た
め
、
中
国
・
四
国
地
方
に
は
宮
内
少
書
記
官
高
辻

修
長
を
、
九
州
地
方
に
は
侍
従
荻
昌
吉
を
差
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た

（
（1
（

。
高
辻
は
出
発
に
あ

た
っ
て
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
と
面
会
し
た
と
こ
ろ
、
被
害
状
況
の
視
察
中
に
「
目
前
看
過

ニ
難
過
程
之
被
害
者
」
に
は
「
救
助
金
」
を
出
す
こ
と
の
内
諾
を
得
て
い
た

（
（1
（

。
差
遣
さ
れ

た
側
近
は
、
被
災
地
の
被
害
状
況
の
把
握
と
災
害
救
助
金
に
よ
る
対
応
を
担
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
災
害
時
の
「
侍
従
御
差
遣
ノ
嚆
矢
」
と
し
て
は
、
明
治
二
十
一
年
の
福
島
県

磐
梯
山
噴
火
の
際
と
さ
れ
て
き
た
が

（
（1
（

、
少
な
く
と
も
明
治
十
七
年
の
こ
の
差
遣
事
例
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
論
、
そ
れ
以
前
に
遡
る
事
例
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
初

例
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
現
時
点
で
の
判
明
分
と
い
う
こ
と
で
留
保
を
つ
け
て
お
き
た

い
。
表
を
見
る
と
、
災
害
時
に
毎
度
侍
従
等
が
差
遣
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
判

断
さ
れ
て
決
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
か
ら
は
差
遣
の
頻
度
が
増
え
て
い
き
、

次
第
に
災
害
時
に
侍
従
等
を
差
遣
す
る
よ
う
に
な
る
。

③
皇
后
か
ら
の
恩
賜
金　

最
後
に
、
皇
后
か
ら
の
救
恤
金
下
賜
に
つ
い
て
で
あ
る
。
明
治

二
十
一
年
七
月
十
五
日
、
福
島
県
で
発
生
し
た
磐
梯
山
噴
火
で
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
噴
火
に
よ
る
死
者
は
推
定
で
四
七
七
名
に
及
ぶ
な
ど
、
大
規
模
な
災
害
と
な
っ
た

（
（2
（

。

明
治
天
皇
か
ら
は
、
七
月
十
七
日
に
救
恤
金
三
〇
〇
〇
円
が
下
賜
さ
れ
た
の
に
続
き
、
二

十
五
日
に
は
皇
后
か
ら
も
金
一
〇
〇
〇
円
が
下
賜
さ
れ
た

（
（2
（

。
こ
れ
ま
で
災
害
救
恤
金
は
天

皇
か
ら
の
下
賜
が
主
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
明
治
十
二
年
の
東
京
府
下
日
本
橋
区
・
京
橋
区
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大
火
以
来
と
な
る
、
皇
后
か
ら
も
下
賜
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
皇
后
か
ら
は
日
本
赤
十
字
社
へ
の
医
員
派
遣
を
要
請
し
、
七
月
十
九
日
に
「
本

社
医
員
派
遣
ノ
内
旨
ヲ
下
サ
レ
タ
ル
」
と
あ
る

（
（2
（

。
八
月
八
日
に
は
、
皇
后
か
ら
日
本
赤
十

字
社
社
員
の
救
護
活
動
に
際
し
、
同
社
に
金
二
〇
〇
円
を
下
賜
し
た

（
（2
（

。
日
本
赤
十
字
社
は

こ
れ
ま
で
戦
時
救
護
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
皇
后
の
「
内
旨
」
に
よ
り
、
平
時
の

事
業
と
し
て
の
災
害
救
助
に
先
鞭
を
つ
け
た

（
（2
（

。
明
治
二
十
一
年
を
機
に
、
皇
后
か
ら
も
災

害
救
恤
金
を
下
賜
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
上
よ
り
、
明
治
前
期
の
災
害
に
際
し
、
皇
室
で
は
恩
賜
金
（
災
害
救
恤
金
の
下
賜
）

と
侍
従
等
側
近
の
差
遣
、
皇
后
に
よ
る
恩
賜
金
と
日
本
赤
十
字
社
の
救
護
活
動
の
支
援
を

通
じ
て
対
応
に
あ
た
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

二　

�

濃
尾
地
震
の
発
生
と 

　

皇
室
・
宮
内
省
の
被
災
認
識

（
１
）
濃
尾
地
震
被
害
の
上
奏

　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
月
二
十
八
日
午
前
六
時
三
八
分
、
岐
阜
県
本
巣
郡
根

尾
谷
（
現
本
巣
市
）
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
濃
尾
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
〇
、

震
源
に
近
い
地
域
で
震
度
七
の
揺
れ
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
特
に
岐
阜
県
内
で
も
岐
阜
市
、

安
八
郡
大
垣
町
（
現
大
垣
市
）、
羽
栗
郡
笠
松
町
（
現
羽
島
郡
笠
松
町
）
な
ど
の
西
南
部

を
中
心
と
し
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
は
、
震
源
地
と
直
近
の
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
軟
弱
な
地
盤
で
あ
っ

た
こ
と
、
人
口
が
集
中
す
る
都
市
部
で
あ
っ
た
こ
と
、
朝
食
前
後
で
屋
内
に
い
た
こ
と
等

の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
惨
害
を
極
め
た
。
さ
ら
に
地
震
後
に
各
所
で
発
生
し
た
大
規
模
な

火
災
が
、
被
害
拡
大
の
一
因
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
東
京
に
あ
る
宮
城
に
は
激
甚
災
害

で
あ
る
地
震
の
被
害
状
況
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、皇
室
・

宮
内
省
で
の
被
災
認
識
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

　

地
震
発
生
の
十
月
二
十
八
日
、
宮
城
内
で
も
強
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
天
皇
の
側
近

部
局
で
あ
る
宮
内
省
侍
従
職
で
は
、
地
震
当
日
の
業
務
日
誌
に
「
本
日
午
前
六
時
三
十
分
、

強
震
動
ア
リ
」
と
記
す
な
ど

（
（2
（

、
地
震
の
強
い
揺
れ
を
感
じ
と
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

発
災
当
日
、
宮
内
省
で
は
地
震
の
詳
細
が
判
明
し
な
い
中
に
あ
っ
て
も
、
直
ち
に
「
震
災

之
節
宮
中
官
心
得
」
を
策
定
し
た

（
（2
（

。
第
一
に
天
皇
の
「
御
機
嫌
ヲ
伺
フ
」
こ
と
と
、
首
席

侍
従
は
一
人
残
っ
て
「
火
ノ
元
ヲ
注
意
」
し
「
宮
中
諸
局
見
廻
リ
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

侍
従
属
も
特
に
「
火
ノ
元
ニ
注
意
」
し
た
他
、
侍
従
候
所
詰
で
は
天
皇
・
皇
后
の
非
常
食

と
し
て
「
御
弁
当
」
を
準
備
し
、
侍
医
局
で
は
「
御
薬
品
及
用
具
ヲ
携
ヘ
」
て
「
指
揮
」

を
待
つ
も
の
と
さ
れ
た

（
（2
（

。

　

ま
た
、
皇
后
の
側
近
部
局
で
あ
る
皇
后
宮
職
に
お
い
て
は
、
発
災
の
翌
二
十
九
日
か
ら

「
大
地
震
ニ
付
、
大
夫
口
達
ニ
依
リ
非
常
警
備
ノ
為
メ
、
本
夜
ヨ
リ
属
参
名
宛
宿
直
」
す

る
こ
と
に
な
っ
た

（
（2
（

。
大
地
震
の
発
生
時
に
は
、
非
番
の
女
官
や
皇
后
宮
大
夫
ら
は
直
ち
に

出
仕
や
伺
候
す
る
も
の
と
さ
れ
た

（
（3
（

。
宮
内
省
の
側
近
部
局
で
は
地
震
被
害
の
詳
細
が
明
る

み
に
出
な
い
う
ち
か
ら
、
天
皇
・
皇
后
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、
余
震
や
二
次
災
害

な
ど
の
万
が
一
に
備
え
て
対
策
に
追
わ
れ
て
い
た
。

　

他
方
、
地
震
発
生
直
後
の
政
府
に
は
、
被
災
各
県
か
ら
知
事
名
義
に
よ
る
報
告
が
続
々

と
寄
せ
ら
れ
た
。
各
県
知
事
は
内
務
大
臣
品
川
弥
二
郎
へ
宛
て
て
、
被
害
状
況
の
第
一
報

を
電
報
で
知
ら
せ
た

（
（3
（

。
ま
ず
一
二
時
四
八
分
に
、
静
岡
県
知
事
か
ら
「
今
午
前
七
時
震
災

ア
リ
、
中
泉
以
西
汽
車
通
行
止
ル
」
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
福
井
県
（
午
後
一
時
発
）・
富

山
県
（
午
後
二
時
二
〇
分
発
）・
愛
知
県
（
午
後
六
時
五
〇
分
）
か
ら
も
地
震
発
生
の
報
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告
が
な
さ
れ
た
。

　

内
務
大
臣
へ
寄
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
「
各
地
地
震
ノ
状
況
」
の
電
報
は
、
二
十
八
日
中

に
内
閣
総
理
大
臣
へ
報
告
さ
れ
た
後
、
翌
二
十
九
日
付
け
で
天
皇
の
「
御
覧
ニ
供
」
さ
れ

た
。
こ
の
時
初
め
て
、
明
治
天
皇
に
地
震
発
生
の
状
況
が
上
奏
文
書
と
し
て
正
式
に
伝
え

ら
れ
た
。
同
日
に
は
、
松
方
首
相
は
「
御
用
談
」
の
た
め
明
治
天
皇
に
拝
謁
し
た

（
（3
（

。
こ
の

内
容
は
不
詳
で
あ
る
も
の
の
、
前
後
の
状
況
か
ら
恐
ら
く
濃
尾
地
震
に
関
す
る
被
害
報
告

の
件
だ
と
み
ら
れ
る
。

　

震
源
地
の
あ
る
岐
阜
県
の
第
一
報
は
、
十
月
二
十
九
日
午
後
七
時
五
〇
分
と
な
っ
た

（
（3
（

。

岐
阜
県
知
事
か
ら
内
務
大
臣
へ
宛
て
た
電
報
に
は
、「
岐
阜
市
中
家
屋
顛
倒
全
市
街
ノ
四

分
ノ
一
人
畜
死
傷
数
知
レ
ズ
、
引
続
火
災
ノ
為
メ
市
中
九
分
通
焼
失
セ
リ
、
大
垣
町
潰
家

九
分
通
焼
失
七
分
通
死
傷
之
数
未
タ
分
ラ
ズ
」
と
あ
り
、
地
震
後
に
岐
阜
市
や
大
垣
町
で

発
生
し
た
甚
大
な
火
災
被
害
が
伝
え
ら
れ
た
。
岐
阜
県
の
被
害
状
況
の
上
奏
は
、
電
信
状

況
な
ど
か
ら
他
県
か
ら
遅
れ
る
こ
と
十
月
三
十
一
日
と
な
っ
た
。

　
【
表
２
】
は
、
明
治
二
十
四
年
中
に
首
相
か
ら
天
皇
へ
上
奏
さ
れ
た
、
濃
尾
地
震
の
被

害
状
況
の
報
告
一
覧
で
あ
る
。
上
奏
は
十
月
二
十
九
日
以
降
、
地
震
被
害
の
状
況
に
関
す

る
も
の
だ
け
で
二
〇
回
を
数
え
た
。
十
一
月
十
二
日
に
は
、
上
京
し
た
岐
阜
県
知
事
小
崎

利
準
・
愛
知
県
知
事
岩
村
高
俊
が
直
接
、
松
方
首
相
他
各
大
臣
と
と
も
に
「
御
前
江
被
召
、

震
災
之
次
第
言
上
」
に
な
っ
た

（
（3
（

。
災
害
報
告
の
上
奏
が
複
数
回
に
及
ぶ
の
は
、
異
例
の
こ

と
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
地
震
被
害
の
深
刻
度
合
い
に
鑑
み
、
各
府
県
か
ら
の
報
告
が

届
き
次
第
、
そ
の
都
度
明
治
天
皇
へ
上
奏
さ
れ
た
。

　

宮
内
省
で
は
首
相
か
ら
上
奏
さ
れ
た
内
務
大
臣
報
告
の
内
、
被
災
の
各
府
県
か
ら
の
電

報
・
報
告
の
写
し
を
作
成
し
て
保
管
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館

が
所
蔵
す
る
「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。
各
府
県
か
ら
提
出
さ

れ
た
電
報
（
十
月
二
十
八
日
～
十
一
月
一
日
）
や
、
報
告
書
（
十
月
二
十
八
日
～
十
一
月

十
一
日
）
は
抜
粋
し
て
上
奏
用
紙
で
あ
る
「
貴
春
」
罫
紙
に
浄
書
さ
れ
、
被
災
情
報
と
し

て
明
治
天
皇
の
「
御
手
許
」
に
集
積
さ
れ
た

（
（3
（

。
複
数
回
に
及
ぶ
濃
尾
地
震
に
関
す
る
天
皇

へ
の
上
奏
で
は
、
皇
室
と
政
府
が
共
に
激
甚
災
害
で
あ
る
と
認
識
し
、
被
災
情
報
を
共
有

す
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
宮
内
省
御
料
局
木
曽
支
庁
の
被
災
報
告

　

各
府
県
か
ら
の
地
震
の
被
害
状
況
は
明
治
天
皇
へ
の
上
奏
と
と
も
に
、
宮
城
内
に
あ
る

宮
内
省
に
お
い
て
も
把
握
す
る
に
至
っ
た
。
宮
内
書
記
官
が
作
成
し
た
業
務
日
誌
の
記
事

に
よ
れ
ば
、
十
月
二
十
九
日
に
「
一
、
前
日
午
前
府
下
地
震
ア
リ
、
愛
知
・
岐
阜
・
福
井
・

大
阪
・
滋
賀
之
諸
府
県
ハ
震
動
甚
敷
災
害
之
報
続
々
到
ル
」
と
あ
る

（
（3
（

。
宮
内
省
に
お
い
て

【表２】明治24年濃尾地震の被害状況に関する上奏文書

月日 件名
10月29日 内務大臣報告、各地地震ノ状況
10月29日 内務大臣報告、大阪府外四県及集治監震災景況
10月30日 内務大臣報告、富山県震災ノ概況
10月31日 内務大臣報告、岐阜県外六県震災景況
10月31日 内務大臣報告、岐阜県下震災状況ノ件
10月31日 神宮司庁電報、地震ノ際、神宮御無異ノ件
11月２日 内務大臣報告、愛知県外三県及御料局木曽支庁

震災景況
11月３日 内務大臣報告、岐阜県外五県震災景況ノ件
11月５日 内務大臣報告、愛知県外七県震災景況ノ件
11月６日 内務大臣報告、一富山外五県震災ノ景況、一岐

阜愛知両県震災ノ景況
11月７日 内務大臣報告、岐阜県震災景況
11月７日 内務大臣報告、岐阜外一県震災ノ件
11月７日 岐阜県知事報告、一去月廿八日大震以降震動回

数表、一管内震原及震裂波動ノ現況
11月９日 内務大臣報告、岐阜県外一県震災景況ノ件
11月12日 震災、一名古屋測候所報告、一愛知県各郡景況、

一第三師団報告、一岐阜県警察署報告
11月12日 内務大臣報告、京都府外一府一県暴風雨及震災

ノ景況
11月12日 愛知県知事報告、震災概況
11月12日 岐阜県知事報告、震災概況
11月17日 内務大臣報告、一京都府外四県震災ノ景況
12月４日 内務大臣報告、愛知県再震状況
※�「公文雑纂」明治24年・第14 ～ 16巻・内務省５～７（纂00209100、

纂00210100、纂00211100）、「公文雑纂」明治24年・第34巻・北海道
庁・府県（纂00229100）、国立公文書館所蔵より作成。
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も
、
被
災
情
報
が
続
々
と
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　

特
に
宮
内
省
と
し
て
は
、
岐
阜
市
に
置
か
れ
て
い
た
御
料
局
木
曽
支
庁
を
通
じ
て
独
自

に
、
被
災
地
の
被
害
状
況
の
情
報
収
集
が
な
さ
れ
た
。
木
曽
支
庁
は
明
治
二
十
二
年
四
月

に
岐
阜
市
の
大
林
区
署
内
に
開
庁
し
、
所
轄
の
御
料
地
・
御
料
林
に
関
す
る
業
務
を
担
っ

た
（
（3
（

。
そ
の
他
、
木
材
の
保
安
と
流
送
を
行
う
錦
織
鋼
場
（
岐
阜
県
可
児
郡
錦
津
村
、
現
加

茂
郡
八
百
津
町
）
と
、
伐
採
さ
れ
た
材
木
を
置
く
木
場
で
あ
る
白
鳥
貯
木
場
（
愛
知
県
名

古
屋
市
熱
田
西
町
）・
桑
名
貯
木
場
（
三
重
県
桑
名
郡
、
現
桑
名
市
）
な
ど
を
所
管
し
た

（
（3
（

。

　

木
曽
支
庁
に
と
っ
て
、
地
震
発
生
は
ち
ょ
う
ど
庁
舎
建
物
を
新
築
中
の
と
こ
ろ
を
襲
っ

た
災
禍
と
な
っ
た
。
庁
舎
新
築
は
そ
も
そ
も
、
岐
阜
市
大
字
上
加
納
字
高
巌
の
御
料
地
を

用
地
と
し
て
、
金
一
万
円
の
費
用
を
目
途
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
二
十
四
年
一
月

に
着
工
し
、
十
二
月
に
落
成
す
る
予
定
で
あ
っ
た

（
（4
（

。
こ
の
建
設
計
画
は
明
治
二
十
三
年
十

二
月
、
木
曽
支
庁
か
ら
御
料
局
に
申
請
さ
れ
、
翌
年
一
月
に
宮
内
大
臣
に
よ
っ
て
決
裁
さ

れ
た
。
建
築
構
造
は
火
災
の
被
害
を
受
け
や
す
い
木
造
で
は
な
く
、「
永
遠
修
理
之
費
傾

頽
之
患
ナ
キ
様
致
シ
候
方
得
策
」
と
し
て
「
煉
瓦
造
」
が
採
用
さ
れ
、
地
震
発
生
の
そ
の

時
ま
で
着
々
と
工
事
が
進
行
し
て
い
た
。

　

十
月
二
十
八
日
に
地
震
が
発
生
す
る
と
、
木
曽
支
庁
長
小
寺
成
蔵
は
直
ち
に
、
当
日
中

に
号
外
の
「
震
災
御
届
」
の
第
一
報
を
東
京
の
御
料
局
長
岩
村
通
俊
に
宛
て
て
送
付
し
た

（
（4
（

。

郵
便
送
達
の
遅
延
に
よ
り
、
御
料
局
内
に
到
着
し
回
覧
に
供
さ
れ
た
の
は
三
十
一
日
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
報
告
さ
れ
た
内
容
に
は
「
本
日
午
前
六
時
地
震
有
之
、其
震
動
頗
ル
劇
烈
」

で
あ
っ
た
た
め
、「
新
築
庁
舎
之
義
既
ニ
昨
日
ヨ
リ
小
屋
組
ニ
着
手
致
居
候
処
、
右
震
災

ノ
為
メ
積
立
ノ
煉
瓦
四
散
全
部
破
壊
」
し
た
と
い
う
。
庁
舎
は
木
造
の
小
屋
組
み
ま
で
完

了
し
て
完
成
間
近
で
あ
っ
た
が
、
煉
瓦
造
の
外
壁
が
ほ
と
ん
ど
崩
壊
す
る
と
い
う
、
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
。「
追
伸
」
で
は
、
岐
阜
市
内
の
状
況
が
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
た
。

　
　

�

追
テ
本
日
震
災
ノ
為
メ
岐
阜
市
中
人
家
ノ
顛
覆
、
人
畜
ノ
死
傷
実
ニ
算
ス
可
カ
ラ
ズ
、

且
今
朝
市
中
凡
五
ヶ
所
ヨ
リ
出
火
、
烟
焔
止
マ
ズ
、
頗
ル
悲
惨
ノ
状
況
ヲ
極
メ
候
、

目
下
尚
ホ
時
々
小
震
動
止
マ
ズ
、
屋
内
ニ
安
居
ス
ル
モ
ノ
無
之
、
人
心
恟
々
ノ
有
様

ニ
在
之
候

　

被
災
地
の
現
場
に
直
面
し
た
木
曽
支
庁
か
ら
は
、
地
震
に
よ
る
被
害
に
加
え
て
、
市
内

各
所
で
発
生
し
た
苛
烈
な
火
災
や
余
震
の
続
く
悲
惨
な
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

【参考写真】御料局木曽支庁の震災被害写真（内匠寮「震災関係 御料局木曽支庁（写真）」
明治24年、46578、宮内庁宮内公文書館所蔵）
内匠寮が作成・取得した濃尾地震関係写真14件（46567 〜 46580）の内の１枚。建設中の
木曽支庁庁舎は煉瓦造の外壁と木造の小屋組みが崩壊し、庁舎建物の原形をとどめてい
ないことが分かる。
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翌
二
十
九
日
午
後
七
時
五
〇
分
に
は
、
木
曽
支
庁
長
小
寺
成
蔵
か
ら
宮
内
大
臣
土
方
久

元
・
御
料
局
長
岩
村
通
俊
に
宛
て
て
電
報
が
送
ら
れ
た

（
（4
（

。
郵
便
・
電
信
状
況
に
よ
り
こ
の

電
報
が
先
着
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
木
曽
支
庁
か
ら
本
省
へ
送
達
さ
れ
た
、
実
質
的
な

第
一
報
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
十
日
に
御
料
局
内
で
回
覧
さ
れ
た
後
、
宮
内
大
臣
ま
で

供
覧
さ
れ
た
。
こ
の
電
報
で
は
取
り
急
ぎ
、
地
震
発
生
で
「
人
畜
死
傷
家
屋
顛
覆
、
新
築

庁
舎
数
多
破
潰
ス
、
且
市
中
非
常
大
火
、
庁
員
一
同
無
事
」
と
い
う
、
市
内
及
び
庁
舎
の

被
災
状
況
と
庁
員
の
安
否
確
認
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

続
い
て
三
十
日
午
後
九
時
四
五
分
、
小
寺
木
曽
支
庁
長
は
内
務
大
臣
品
川
弥
二
郎
に
も

同
様
の
地
震
被
害
の
報
告
を
打
電
し
た

（
（4
（

。
地
震
発
生
で
「
人
畜
死
傷
シ
、「
シ
ン
チ
ク
」

破
壊
、
市
中
八
九
分
焼
ケ
、
今
尚
ホ
震
動
止
マ
ス
、
風
吹
キ
市
民
寒
飢
ニ
泣
キ
、
人
民
安

カ
ラ
ス
」
と
伝
え
た
。「
シ
ン
チ
ク
」
と
は
先
の
電
報
か
ら
新
庁
舎
の
崩
壊
を
指
す
も
の

と
み
ら
れ
、
苛
烈
な
火
災
に
よ
る
岐
阜
市
内
の
状
況
が
端
的
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

木
曽
支
庁
の
報
告
は
、
十
一
月
二
日
付
で
、
愛
知
県
他
三
県
の
被
害
報
告
と
と
も
に
首
相

か
ら
上
奏
さ
れ
た
。

　

木
曽
支
庁
で
は
、
新
庁
舎
建
物
の
崩
壊
被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
火
災
の
延
焼
を
免
れ

た
た
め
、
十
月
三
十
日
か
ら
「
当
庁
新
築
場
ヘ
仮
小
屋
ヲ
設
ケ
」
て
事
務
を
再
開
し
た

（
（4
（

。

以
後
、
木
曽
支
庁
管
内
の
被
害
状
況
の
確
認
と
報
告
に
追
わ
れ
た
。
翌
三
十
一
日
に
は
、

小
寺
木
曽
支
庁
長
か
ら
御
料
局
長
岩
村
通
俊
に
宛
て
て
、
詳
細
な
被
害
報
告
を
ま
と
め
た

「
震
災
御
届
」
が
送
付
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
岐
阜
市
内
の
被
害
状
況
を
記
し
た
も
の
で
、
地
震
直
後
に
「
非
常
ノ
大
火
岐
阜

市
中
人
家
凡
其
七
八
分
ハ
破
潰
烏
有
ニ
属
シ
」、
翌
二
十
九
日
正
午
に
は
ひ
と
ま
ず
鎮
火

す
る
も
、「
茫
々
タ
ル
荒
原
ノ
有
様
」
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
市
内
の
現
況
に

つ
い
て
は
「
市
民
ハ
住
ス
ル
ニ
家
屋
ナ
ク
、
着
ス
ル
ニ
衣
類
ナ
ク
、
食
ス
ル
ニ
穀
菜
ナ
ク
、

妻
子
飢
餓
ニ
泣
キ
、
兄
弟
路
頭
ニ
彷
徨
ス
」
と
い
う
悲
惨
な
状
況
で
あ
り
、
筆
者
で
あ
る

支
庁
長
の
「
悲
愴
ナ
ル
酸
鼻
ノ
至
リ
ニ
耐
ヘ
ス
」
と
の
感
慨
が
克
明
に
書
き
綴
ら
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
木
曽
支
庁
管
内
の
状
況
に
つ
い
て
も
報
告
が
な
さ
れ
た
。
三
十
日
に
岐
阜
市

金
華
山
の
御
料
林
内
で
火
災
が
発
生
し
た
が
、
庁
員
数
名
が
消
防
活
動
に
尽
力
し
て
消
火

し
た
と
い
う
。
そ
の
他
、
管
内
の
各
出
張
所
と
錦
織
鋼
場
の
連
絡
は
不
通
で
あ
っ
た
が
、

白
鳥
・
桑
名
貯
木
場
な
ど
で
は
建
物
や
石
垣
に
損
壊
の
被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
同
場
保

【表３】濃尾地震後の侍従等差遣・出張

決定日 差遣・出張者 差遣・出張先
明治24年10月29日 侍従北条氏恭 第三師団、岐阜・愛知両県

（31日に愛知県のみに変更）
明治24年10月30日 内匠寮技師片山東熊 御料局木曽支庁、及び愛知県

（11月４日）大阪府浪花紡績会社
明治24年10月31日 侍従毛利左門 岐阜県
明治24年10月31日 侍医高階経本・侍医岩佐登

弥太・侍医桂秀馬
岐阜・愛知両県

明治24年11月２日 内匠寮技師木子清敬 岐阜・愛知両県
明治24年11月５日 御料局長岩村通俊、同局

主事種田邁
岐阜・愛知両県

明治24年11月12日 侍従東園基愛 福井県、（追加で滋賀県）
明治24年11月16日 宮内大臣秘書官長崎省吾・

調査課写字生小川秀雄
岐阜・愛知両県

明治24年11月16日 東京慈恵医院長・海軍軍医
総監高木兼寛

岐阜・愛知両県

明治25年１月５日 侍従東園基愛 岐阜・愛知両県
※�内事課「進退録２」明治24年、第201・205・207･209・213・214・215・217号（20828-2）、内事

課「進退録１」明治25年、第３号（20829-1）、宮内庁宮内公文書館所蔵より作成。

管
の
貯
材
は
「
異
状
無
之
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
震
災

対
応
と
し
て
の
こ
の
貯
材
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
三
章

（
５
）
で
後
述
す
る
。

　

被
災
し
た
木
曽
支
庁
に
は
、

十
月
三
十
日
、
本
省
か
ら
内

匠
寮
技
師
片
山
東
熊
が
派
遣

さ
れ
た

（
（4
（

（【
表
３
】
参
照
）。

片
山
は
新
庁
舎
の
設
計
に
携

わ
っ
た
技
師
と
し
て
、「
御

料
局
木
曽
支
庁
々
舎
破
壊
候

ニ
付
見
分
ト
シ
テ
出
張
」
す

る
こ
と
と
な
り
、
愛
知
県
の

「
震
害
所
」
な
ど
と
併
せ
て
、

建
物
の
被
害
状
況
を
特
に
視
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察
し
た
。
出
張
中
は
建
築
家
の
コ
ン
ド
ル
や
辰
野
金
吾
と
も
合
流
し
て
、
大
阪
府
の
浪
花

紡
績
会
社
の
損
壊
状
況
を
実
地
検
分
し
た
。
こ
の
時
、
片
山
が
御
料
局
木
曽
支
庁
な
ど
の

建
物
に
使
用
さ
れ
た
煉
瓦
造
の
崩
壊
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
は
、
洋
風
建
築
に
用
い

ら
れ
て
い
た
煉
瓦
の
耐
震
性
に
疑
問
を
持
つ
契
機
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
以
後
、
耐
震

の
重
要
性
を
認
識
し
た
片
山
は
、
地
震
後
に
帝
国
京
都
博
物
館
や
帝
国
奈
良
博
物
館
の
設

計
変
更
を
行
う
な
ど
、
携
わ
っ
た
皇
室
建
築
に
お
い
て
堅
牢
性
と
耐
震
性
を
重
視
す
る
よ

う
に
な
っ
た

（
（4
（

。

　

そ
の
後
、
木
曽
支
庁
で
は
十
一
月
五
日
に
、
庁
舎
の
場
所
を
新
築
の
工
事
現
場
に
設
け

た
仮
小
屋
か
ら
、
岐
阜
市
上
加
納
字
高
巌
の
民
家
に
移
転
し
た

（
（4
（

。
同
時
に
、
二
十
一
日
に

は
新
庁
舎
建
物
は
あ
ま
り
に
被
害
が
大
き
い
た
め
、
工
事
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
解

体
と
な
っ
た

（
（4
（

。
残
務
処
理
に
目
途
が
つ
く
と
、
十
二
月
十
四
日
、
小
寺
成
蔵
は
木
曽
支
庁

長
と
し
て
震
災
対
応
に
尽
力
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
本
省
ノ
都
合
ニ
依
リ
諭
旨
免
官
」

と
な
っ
た

（
（4
（

。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
三
章
（
５
）
で
後
述
す
る
が
、
翌
年
二
月
一
日
に
は
、

木
曽
支
庁
そ
の
も
の
が
岐
阜
市
か
ら
名
古
屋
市
へ
事
務
機
能
を
移
転
し
、
名
古
屋
支
庁
と

改
称
さ
れ
た

（
（5
（

。
木
曽
支
庁
は
震
災
に
よ
り
庁
舎
新
築
が
中
止
と
な
り
、
事
実
上
の
閉
庁
と

な
っ
た
が
、
被
災
し
な
が
ら
も
最
後
ま
で
最
前
線
で
震
災
対
応
に
あ
た
り
、
宮
内
省
と
し

て
は
独
自
の
情
報
源
の
一
つ
に
な
っ
た
。

三　

皇
室
・
宮
内
省
の
震
災
対
応

　

濃
尾
地
震
の
発
生
後
、
災
害
被
害
が
明
る
み
に
出
る
と
、
皇
室
・
宮
内
省
へ
も
続
々
と

報
告
さ
れ
、
未
曾
有
の
被
災
状
況
を
把
握
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
皇
室
・
宮
内
省

と
し
て
は
地
震
被
害
の
報
に
接
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
本
章
で
は
震
災
対
応

を
項
目
ご
と
に
整
理
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

（
１
）
侍
従
差
遣

　

地
震
発
生
後
、
直
ち
に
深
刻
な
事
態
だ
と
察
知
し
た
政
府
は
、
内
閣
総
理
大
臣
松
方
正

義
が
岐
阜
・
愛
知
両
県
の
被
災
地
を
直
接
視
察
す
る
こ
と
を
決
め
た

（
（5
（

。
松
方
首
相
は
、
明

治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
月
三
十
一
日
午
前
一
一
時
四
〇
分
の
汽
車
に
て
新
橋
を
発

ち
、
十
一
月
一
日
に
愛
知
県
入
り
し
た
。
軍
隊
・
官
公
署
な
ど
の
状
況
を
巡
視
し
た
後
、

二
日
に
は
岐
阜
県
内
の
被
害
状
況
を
視
察
し
た
。
首
相
自
ら
が
被
災
地
を
訪
問
し
た
こ
と

は
、
政
府
と
し
て
震
災
対
応
に
臨
む
積
極
的
な
姿
勢
を
、
内
外
に
印
象
づ
け
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　
「
震
災
地
景
況
」
な
ど
は
、
首
相
か
ら
都
度
、
宮
内
大
臣
土
方
久
元
に
も
電
報
に
て
伝

え
ら
れ
た

（
（5
（

。
宮
内
大
臣
か
ら
は
、
岐
阜
県
を
視
察
中
の
首
相
に
「
震
災
罹
災
救
助
方
手
配

御
取
調
方
御
尋
ニ
付
上
奏
ア
リ
タ
キ
旨
」
を
打
電
し
た
と
こ
ろ

（
（5
（

、首
相
は
被
災
地
で
は
「
遭

難
ノ
救
助
ニ
ハ
両
県
ト
モ
充
分
ニ
尽
力
セ
リ
」
と
の
こ
と
で
、
天
皇
へ
の
「
御
執
奏
」
を

依
頼
し
た

（
（5
（

。
宮
内
省
と
し
て
は
、
震
災
対
応
を
い
か
に
な
す
べ
き
か
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。

　

皇
室
と
し
て
は
、
首
相
の
被
災
地
視
察
に
先
立
つ
こ
と
、
地
震
発
生
の
翌
日
の
十
月
二

十
九
日
に
は
被
災
地
へ
侍
従
を
差
遣
す
る
こ
と
と
し
た
。
宮
内
省
内
で
は
皇
室
か
ら
侍
従

北
条
氏
恭
を
、
名
古
屋
市
に
所
在
す
る
第
三
師
団
並
び
に
岐
阜
・
愛
知
両
県
へ
差
遣
す
る

こ
と
を
決
定
し
た

（
（5
（

。
こ
れ
ま
で
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
被
害
状
況
の
確
認
の
た
め

侍
従
等
の
側
近
を
差
遣
す
る
の
が
次
第
に
通
例
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
濃
尾
地
震
に
お
い
て

も
迅
速
に
決
定
が
な
さ
れ
た
。
以
後
、
宮
内
省
職
員
や
関
係
者
を
被
災
地
の
視
察
の
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
出
張
さ
せ
た
（【
表
３
】
参
照
）。
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差
遣
が
決
ま
る
と
、
決
定
の
翌
三
十
日
、
北
条
侍
従
は
随
行
の
侍
従
属
楠
成
允
と
共
に

二
名
で
東
京
を
出
発
し
た

（
（5
（

。
だ
が
、
出
発
後
の
三
十
一
日
に
な
っ
て
急
遽
、
北
条
は
愛
知

県
の
み
の
視
察
に
変
更
と
な
り
、
電
信
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
た

（
（5
（

。
北
条
は
侍
従
長
徳
大
寺

実
則
へ
電
報
を
送
り
、「
貴
官
ノ
御
達
ニ
愛
知
県
下
ノ
死
傷
者
等
ヲ
取
調
ヘ
一
ト
先
ツ
帰

京
ス
ル
様
御
申
越
」
が
あ
っ
た
が
、
毛
利
侍
従
が
岐
阜
県
へ
差
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
こ
の
ま
ま
「
愛
知
県
下
ノ
ミ
巡
回
」
す
る
こ
と
で
よ
い
か
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ

た
（
（5
（

。

　

で
は
、
な
ぜ
急
遽
、
視
察
先
が
変
更
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
初
、
宮
内
省
と
し
て

は
死
傷
者
数
が
分
か
り
次
第
、
北
条
の
帰
京
を
命
じ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
甚
大
な
被
害
状

況
を
目
の
当
た
り
に
す
る
に
つ
れ
、
北
条
一
行
だ
け
で
は
巡
回
で
き
な
い
と
判
断
し
て
追

加
で
侍
従
を
差
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
震
源
地
の
あ
る
岐
阜
県
に

は
、
三
十
一
日
、
侍
従
毛
利
左
門
が
差
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
翌
一
日
に
侍
従
属
青
木

熊
三
郎
と
共
に
二
名
で
出
発
し
た
。
北
条
氏
恭
は
主
と
し
て
愛
知
県
を
、
毛
利
左
門
は
岐

阜
県
を
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
巡
視
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

岐
阜
県
を
視
察
中
の
毛
利
侍
従
は
、
十
一
月
五
日
、
岐
阜
県
庁
か
ら
侍
従
長
徳
大
寺
実

則
へ
現
況
報
告
し
た

（
（5
（

。
毛
利
侍
従
は
「
県
下
ノ
惨
情
実
ニ
見
ル
ニ
忍
ヒ
サ
ル
有
様
」
だ
と

し
て
、
ひ
と
ま
ず
別
紙
で
「
巡
回
報
告
書
」
と
「
鳴
動
度
数
調
書
」
を
送
付
し
た
。
併
せ

て
、「
震
災
地
之
区
域
巨
広
ニ
有
之
、
今
後
巡
回
ニ
十
四
五
日
モ
可
要
見
込
」
だ
と
し
て

こ
の
ま
ま
視
察
を
継
続
す
る
た
め
、
し
ば
ら
く
帰
京
で
き
な
い
旨
も
伝
え
た
。

　

侍
従
の
差
遣
中
は
、
被
害
場
所
の
視
察
と
と
も
に
各
所
か
ら
被
害
報
告
を
受
け
た
。
岐

阜
県
が
作
成
し
た
本
文
・
附
図
か
ら
な
る
地
震
被
害
報
告
書
「
岐
阜
県
下
震
災
概
況
」
は
、

持
ち
帰
っ
て
復
命
し
た
こ
と
か
ら
同
県
か
ら
提
供
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

（
（6
（

。
そ
の
他
、
随

行
の
青
木
属
に
宛
て
ら
れ
た
報
告
と
し
て
は
、
岐
阜
県
測
候
所
の
地
震
回
数
報
告
（
十
月

五
～
十
二
日
）
や
、
岐
阜
県
救
難
委
員
の
「
白
米
ヲ
岐
阜
市
於
テ
売
却
セ
ル
手
続
」（
十

一
月
九
日
）
な
ど
、
被
災
地
で
の
現
況
を
示
す
も
の
が
提
出
さ
れ
た

（
（6
（

。

　

一
方
、
十
一
月
八
日
、
愛
知
県
を
視
察
し
た
北
条
侍
従
は
毛
利
侍
従
に
先
駆
け
て
視
察

を
終
え
、
帰
京
し
た

（
（6
（

。
新
橋
到
着
後
、
直
ち
に
参
内
し
て
天
皇
に
復
命
報
告
の
上
奏
を
し

た
。
十
二
日
に
は
、
さ
ら
に
続
け
て
侍
従
東
園
基
愛
が
福
井
県
（
後
に
滋
賀
県
も
追
加
）

に
差
遣
さ
れ
た

（
（6
（

。
岐
阜
県
を
視
察
し
た
毛
利
侍
従
は
二
十
六
日
に
帰
京
し
、
翌
日
に
復
命

し
た

（
（6
（

。
地
震
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
復
命
書
と
「
濃
尾
震
災
写
真
帖

（
（6
（

」
と
と
も
に
報

告
さ
れ
て
い
る
。
侍
従
は
、
被
災
地
を
直
接
視
察
す
る
と
と
も
に
、
現
地
で
収
集
し
た
報

告
書
や
写
真
を
宮
城
に
持
ち
帰
り
、
明
治
天
皇
に
被
害
状
況
に
関
す
る
報
告
を
上
奏
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
約
二
か
月
経
っ
た
翌
年
一
月
五
日
に
は
、
再
度
侍
従
が
岐
阜
・
愛
知
両

県
へ
差
遣
さ
れ
た

（
（6
（

。
侍
従
東
園
基
愛
は
被
災
地
の
様
子
を
確
か
め
る
た
め
、
随
行
の
青
木

属
と
と
も
に
十
七
日
に
出
発
、
二
月
八
日
に
帰
京
し
て
、
翌
日
復
命
し
た

（
（6
（

。
復
命
報
告
に

は
、
岐
阜
県
知
事
か
ら
「
緊
急
第
一
土
木
工
事
ハ
概
ネ
成
功
ニ
近
」
い
こ
と
、
負
傷
者
も

「
万
余
ノ
多
数
ア
リ
シ
モ
各
医
員
日
夜
ノ
尽
力
ニ
ヨ
リ
概
ネ
全
癒
」
か
、
死
亡
者
も
「
僅

々
数
十
名
ニ
過
キ
ス
」
と
の
状
況
な
ど
が
言
上
さ
れ
た
。
東
園
侍
従
は
、
各
地
の
「
治
療

所
・
救
育
所
或
ハ
小
学
仮
教
場
及
職
工
場
等
」
を
巡
視
し
て
、
被
災
地
が
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
歩
み
始
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
侍
従
が
同
一
の
被
災
地
に
再
度
訪
問
す
る

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
す
る
と
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
濃
尾
地
震
は
、

皇
室
と
し
て
関
心
を
寄
せ
る
大
規
模
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
侍
医
の
救
護
活
動

　

震
災
後
の
岐
阜
市
街
地
で
は
、
火
災
で
焼
け
出
さ
れ
た
被
災
者
の
救
護
活
動
が
ま
ず
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
た

（
（6
（

。
被
災
地
に
は
日
本
赤
十
字
社
、
名
古
屋
第
三
師
団
、
愛
知
県
病
院
、
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大
阪
府
立
病
院
、
帝
国
大
学
な
ど
各
地
の
公
私
立
病
院
か
ら
医
師
・
看
護
婦
が
医
療
器
械
・

薬
品
を
携
え
て
続
々
派
遣
さ
れ
、
負
傷
者
の
治
療
活
動
に
従
事
し
た
。
宮
内
省
侍
医
局
か

ら
は
明
治
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
、
同
局
所
属
の
医
師
で
あ
る
侍
医
高
階
経
本
・
同
岩

佐
登
弥
太
・
同
桂
秀
馬
が
差
遣
さ
れ
た

（
（6
（

（【
表
3
】
参
照
）。
岐
阜
・
愛
知
両
県
に
出
張
し

た
侍
医
ら
は
、
被
災
地
に
お
い
て
負
傷
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
。

　

侍
医
局
長
池
田
謙
斎
に
宛
て
た
侍
医
の
報
告
か
ら
は
、
現
地
で
の
診
療
状
況
が
窺
え
る

（
（7
（

。

高
階
・
岩
佐
は
、
岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
村
へ
巡
回
診
療
し
た
と
こ
ろ
、「
人
家
全
潰
、
患

者
モ
余
程
多
数
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
特
に
こ
の
地
域
は
「
県
下
最
モ
医
師
ノ
少
数
ナ
ル

村
落
ノ
一
ニ
シ
テ
被
害
者
ノ
困
苦
実
ニ
憐
ム
ヘ
キ
有
様
」
だ
と
し
て
、
被
災
者
の
治
療
に

あ
た
っ
た
。
ま
た
、
桂
と
同
行
の
南
部
一
政
ら
は
愛
知
県
内
の
被
災
地
を
訪
問
し
、「
震

災
之
最
甚
敷
中
島
郡
」
に
向
か
い
「
近
在
の
患
者
を
集
め
診
察
治
療
」
し
始
め
た
。
彼
ら

は
「
村
長
郡
長
等
よ
り
人
民
に
申
聞
、
御
盛
意
の
在
る
所
を
説
明
」
し
て
回
っ
た
と
い
い
、

「
実
に
感
涙
罷
在
候
も
の
多
々
有
之
」
と
の
こ
と
で
、
被
災
者
か
ら
感
謝
を
受
け
た
様
子

が
窺
え
る
。

　

侍
医
の
巡
回
診
療
中
は
、
日
本
赤
十
字
社
医
員
と
も
合
流
し
情
報
交
換
し
た
。
日
本
赤

十
字
社
で
は
、
十
月
三
十
日
、
地
震
被
害
に
つ
い
て
「
皇
后
陛
下
御
聴
ニ
達
シ
本
社
ハ
其

御
慈
旨
ヲ
奉
体
」
し
て
、
皇
后
に
救
護
員
を
派
遣
し
た
こ
と
を
上
奏
し
た

（
（7
（

。
二
十
九
日
、

愛
知
県
に
医
員
・
看
護
婦
計
六
名
、
翌
三
十
日
に
岐
阜
県
に
計
一
〇
名
を
追
加
で
派
遣
し

て
い
る
。
十
一
月
二
日
に
は
、
被
災
地
で
救
護
に
従
事
し
た
日
本
赤
十
字
社
医
員
の
小
山

善
ら
が
岐
阜
県
穂
積
村
（
現
瑞
穂
市
）
へ
出
張
す
る
と
、
侍
医
高
階
・
岩
佐
ら
と
面
会
・

談
話
し
、
患
者
数
の
最
新
情
報
や
、
当
地
に
は
紡
績
会
社
職
工
の
負
傷
者
が
出
て
い
る
情

報
な
ど
を
共
有
し
た

（
（7
（

。
情
報
が
錯
綜
す
る
な
か
、
医
師
ら
の
横
の
繋
が
り
か
ら
情
報
を
得

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

十
一
月
十
五
日
、
侍
医
ら
は
来
る
十
九
日
の
帰
京
が
決
ま
る
と
、
岐
阜
県
知
事
か
ら
は

「
人
民
モ
切
ニ
願
フ
、
今
暫
ク
御
差
置
キ
ヲ
願
フ
」
と
引
き
留
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
被

災
地
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

（
（7
（

。
十
二
月
九
日
に
は
、
被
災
地

に
出
張
し
た
日
本
赤
十
字
社
医
員
・
看
護
婦
ら
も
帰
京
し
、
皇
后
宮
大
夫
香
川
敬
三
を
通

じ
て
「
震
災
地
患
者
治
療
実
況
」
を
報
告
し
た

（
（7
（

。
皇
后
か
ら
は
、
翌
年
一
月
十
二
日
に
社

員
一
同
へ
「
御
満
足
」
の
「
思
召
」
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
三
月
一
日
に
負
傷
者
救
護
の

経
費
と
し
て
金
五
〇
〇
円
が
下
賜
さ
れ
た

（
（7
（

。

　

以
上
よ
り
救
護
活
動
は
震
災
直
後
の
被
災
者
に
と
っ
て
最
も
必
要
と
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
皇
室
・
宮
内
省
と
し
て
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
宮
内
省
で
は
皇
后
の

意
向
に
よ
る
日
本
赤
十
字
社
社
員
の
派
遣
と
と
も
に
、
直
接
被
災
地
へ
侍
医
を
送
っ
て
救

護
活
動
に
あ
た
っ
た
。

（
３
）
恩
賜
金
と
救
助
金
の
募
集

　

地
震
直
後
よ
り
被
災
者
救
済
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
政
府
の
備
荒
儲
蓄
金
や
救
済
金
、
皇

室
か
ら
の
恩
賜
金
、
新
聞
社
の
募
る
義
捐
金
な
ど
、
様
々
な
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ

た
（
（7
（

。
政
府
と
し
て
は
内
閣
総
理
大
臣
松
方
正
義
の
被
災
地
視
察
後
の
明
治
二
十
四
年
十
一

月
十
一
日
、
勅
令
第
二
〇
五
号
に
よ
り
岐
阜
県
へ
一
五
〇
万
円
、
愛
知
県
へ
は
七
五
万
円

の
臨
時
支
出
を
決
定
し
た

（
（7
（

。
こ
れ
は
「
震
災
地
方
人
民
ノ
非
常
ナ
ル
不
幸
ヲ
救
済
」
す
る

こ
と
と
、「
破
壊
セ
ル
河
川
堤
防
ノ
工
事
」
の
た
め
に
臨
時
支
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

皇
室
と
し
て
は
ま
ず
十
月
三
十
日
に
、
天
皇
・
皇
后
か
ら
「
非
常
震
災
之
趣
被
聞
食
、

両
陛
下
ヨ
リ
御
救
恤
」
と
し
て
、
岐
阜
・
愛
知
両
県
に
そ
れ
ぞ
れ
金
三
〇
〇
〇
円
が
下
賜

さ
れ
た

（
（7
（

。
翌
三
十
一
日
、「
罹
災
ノ
惨
状
逐
々
被　

聞
召
深
ク
憫
然
ニ
被　

思
食
」
と
い

う
こ
と
で
、
さ
ら
に
金
一
万
円
ず
つ
が
追
加
で
下
賜
さ
れ
た
。
両
日
の
合
計
は
、
二
万
六
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〇
〇
〇
円
に
上
っ
た
。
二
章
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
皇
室
で
は
被
災
情
報
の
上
奏
を
通
じ

て
被
災
認
識
を
深
め
た
こ
と
が
、
下
賜
決
定
の
判
断
材
料
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

被
災
地
救
恤
の
恩
賜
金
に
つ
い
て
は
両
日
に
決
ま
り
次
第
、
直
ち
に
岐
阜
・
愛
知
両
県

へ
通
知
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
を
視
察
中
の
北
条
侍
従
に
も
知
ら
さ
れ
た
。
侍
従
は
、

被
災
地
へ
周
知
す
る
役
目
も
担
っ
て
い
た
。
十
一
月
二
日
に
は
、
岐
阜
市
に
到
着
し
た
松

方
首
相
は
土
方
宮
内
大
臣
に
宛
て
た
電
報
に
お
い
て
、「
恩
賜
金
ニ
就
キ
県
官
ハ
勿
論
人

民
一
同
感
泣　

天
恩
ヲ
謝
シ
奉
ル
旨
知
事
ヨ
リ
申
出
ツ
」
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た

（
（7
（

。
恩
賜
金

に
つ
い
て
、
被
災
地
に
早
々
に
伝
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

さ
ら
に
十
一
月
十
二
日
に
は
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
福
井
県
に
も
追
加
で
金
一
〇
〇

〇
円
の
下
賜
が
な
さ
れ
た

（
（8
（

。
続
い
て
、
京
都
行
啓
中
で
あ
っ
た
英
照
皇
太
后
（
孝
明
天
皇

女
御
）
も
、
十
一
月
十
五
日
に
金
一
〇
〇
〇
円
を
下
賜
し
た

（
（8
（

。
行
啓
の
折
の
熱
田
停
車
場

に
お
い
て
、
愛
知
県
知
事
岩
村
高
俊
か
ら
被
災
報
告
を
受
け
て
「
被
害
ノ
惨
状
ヲ
憫
然
ニ

思
召
サ
レ
罹
災
人
民
ヘ
金
千
円
」
を
下
賜
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
皇
室
で
は
追
加
で
下
賜

を
重
ね
る
な
ど
、
地
震
の
被
害
状
況
に
鑑
み
て
柔
軟
に
対
応
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
災
害

時
に
皇
室
か
ら
恩
賜
金
が
出
て
い
た
が
、
短
期
間
で
こ
れ
ほ
ど
追
加
金
を
重
ね
た
例
は
な

く
、
こ
こ
ま
で
の
合
計
は
二
万
八
〇
〇
〇
円
に
上
る
相
当
な
金
額
と
な
っ
た
。

　

恩
賜
金
の
ほ
か
、
皇
室
に
よ
る
濃
尾
地
震
の
対
応
で
注
目
す
べ
き
は
、
救
助
金
の
募
集

に
も
寄
与
し
た
こ
と
で
あ
る
。
十
一
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
、
鹿
鳴
館
で
開
催
さ
れ
た
婦

人
慈
善
会
で
は
、
被
災
者
へ
の
救
助
金
を
募
っ
た

（
（8
（

。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
十
一
月
九
日

に
皇
后
宮
大
夫
香
川
敬
三
が
宮
内
大
臣
土
方
久
元
へ
次
の
よ
う
に
上
申
し
て
い
る
。

　
　

�

来
ル
十
二
日
ヨ
リ
三
日
間
鹿
鳴
館
ニ
於
テ
相
催
候
慈
善
会
収
入
金
悉
皆
岐
阜
・
愛
知

両
県
下
罹
災
人
民
救
助
ノ
為
メ
恵
与
相
成
候
ハ
ヽ
、
皇
后
陛
下
御
本
懐
ニ
被　

思
召

候
間
可
然
取
計
可
相
成
旨
、
慈
恵
医
院
幹
事
長
熾
仁
親
王
妃
殿
下
ヘ　

御
沙
汰
ノ
趣

伝
宣
致
シ
候
処
、
幹
事
并
会
員
一
同
感
激　

御
旨
趣
奉
戴
可
致
旨
同
殿
下
ヨ
リ
被
申

出
候
、
就
テ
ハ
来
ル
十
二
日
同
会
ヘ　

行
啓
ノ
節　

思
召
ヲ
以
テ
金
千
円
被
下
度
旨

御
沙
汰
被
為
在
候

　

以
上
か
ら
は
婦
人
慈
善
会
で
は
皇
后
の
「
御
本
懐
」
に
よ
り
、
東
京
慈
恵
医
院
の
賛
同

を
得
て
収
入
金
を
全
て
被
災
者
へ
寄
付
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
皇
后
が
同
会
に
行
啓
し
て
金

一
〇
〇
〇
円
を
下
賜
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
同
日
、「
岐
阜
・

愛
知
両
県
下
罹
災
人
民
御
救
助
」
の
た
め
、「
平
常
」
と
異
な
る
こ
と
か
ら
「
公
賜
金
」

の
内
か
ら
別
途
、
金
一
〇
〇
〇
円
が
下
賜
さ
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
婦
人
慈
善
会
と
は
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
妃
董
子
を
総
裁
に
迎
え
、大
臣
・

参
議
・
有
爵
者
妻
等
の
女
性
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
、
東
京
慈
恵
医
院
の
後
援
組
織
で
あ

る
（
（8
（

。
明
治
十
七
年
に
行
わ
れ
た
第
一
回
「
バ
ザ
ー
」
で
は
、
販
売
し
た
手
製
の
出
品
物
の

収
益
が
同
院
の
前
身
で
あ
る
有
志
共
立
東
京
病
院
の
施
療
費
に
充
て
ら
れ
た

（
（8
（

。
皇
后
が
行

啓
し
た
十
一
月
十
二
日
の
当
日
に
は
、
こ
の
時
も
同
様
に
「
バ
ザ
ー
」
が
行
わ
れ
、
皇
后

は
「
第
六
区
商
店
各
御
巡
覧
、
各
金
貳
百
円
ツ
ヽ
物
品
御
買
上
ケ
」
に
な
っ
た
と
い
う

（
（8
（

。

皇
后
か
ら
は
前
述
し
た
金
一
〇
〇
〇
円
の
恩
賜
金
と
併
せ
て
、「
今
回
ノ
慈
善
会
売
上
金

ハ
総
岐
阜
・
愛
知
震
災
地
ヘ
被
差
向
度　

御
思
召
ノ
叡
旨
」
が
示
さ
れ
た
。
恩
賜
金
の
み

な
ら
ず
、
慈
善
バ
ザ
ー
に
よ
る
募
金
方
法
を
と
る
こ
と
で
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　

そ
の
後
、十
一
月
十
六
日
に
は
婦
人
慈
善
会
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
東
京
慈
恵
医
院（
幹

事
長
・
幹
事
連
名
）
か
ら
、
岐
阜
・
愛
知
両
県
知
事
へ
「
罹
災
ノ
患
者
救
助
費
」
と
し
て

「
集
金
六
千
円
義
捐
」
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た

（
（8
（

。
同
院
で
は
新
聞
社
等
で
盛
ん
な
義
捐

金
募
集
に
対
し
て
「
本
会
集
金
ノ
多
寡
モ
当
初
」
懸
念
し
て
い
た
が
、「
幸
ニ
満
足
ノ
結
果
」

を
得
ら
れ
、
義
捐
金
募
集
の
範
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。
同
日
、
東
京
慈
恵
医
院
長
高
木

兼
寛
は
、
同
院
幹
事
長
の
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
妃
董
子
の
意
向
を
受
け
て
、
随
行
の
宮
内
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大
臣
秘
書
官
長
崎
省
吾
と
と
も
に
被
災
地
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（8
（

（【
表
3
】参
照
）。

　

高
木
ら
が
二
十
二
日
に
岐
阜
県
に
到
着
す
る
と
、
東
京
慈
恵
医
院
で
の
会
議
決
定
に
基

づ
き
、
婦
人
慈
善
会
収
益
金
六
〇
〇
〇
円
の
「
分
配
方
及
支
給
方
法
」
に
つ
い
て
、
岐
阜

県
側
と
協
議
し
た

（
（8
（

。
岐
阜
県
で
は
収
益
金
の
「
分
割
方
及
其
途
費
」
に
つ
い
て
、
岐
阜
・

愛
知
両
県
の
「
負
傷
者
ノ
数
ニ
比
例
シ
分
配
ス
ル
事
」
と
な
り
、
薬
品
な
ど
の
治
療
品
、

医
員
・
看
護
婦
の
食
料
、
患
者
移
送
費
、
医
員
・
看
護
婦
旅
費
、
治
療
品
の
運
搬
費
な
ど

に
充
て
ら
れ
た

（
（8
（

。
高
木
と
長
崎
は
帰
京
後
、
二
十
八
日
に
皇
后
に
拝
謁
し
て
被
災
地
訪
問

の
「
実
況
具
上
」
し
た

（
（9
（

。
皇
室
と
し
て
は
、
直
接
的
な
恩
賜
金
の
み
な
ら
ず
救
助
金
の
募

集
に
も
寄
与
し
て
い
た
。

　

以
上
の
恩
賜
金
と
救
助
金
募
集
の
事
例
は
、
震
災
直
後
の
応
急
的
な
対
応
と
し
て
の
災

害
救
恤
の
側
面
が
強
い
と
言
え
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
五
年
二
月
十
七
日
に
も
再
び
、

岐
阜
県
に
一
五
〇
〇
円
、
愛
知
県
に
一
〇
〇
〇
円
が
下
賜
さ
れ
た

（
（9
（

。
こ
れ
は
岐
阜
県
の
学

校
が
全
壊
一
六
二
校
、
全
焼
三
校
、
半
壊
二
〇
五
校
、
愛
知
県
の
学
校
が
全
壊
一
三
六
校
、

半
壊
一
一
二
校
の
被
害
を
受
け
、「
生
徒
授
業
上
困
難
ヲ
極
メ
居
候
趣
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

震
災
被
害
の
学
校
に
教
育
費
と
し
て
下
賜
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
震
災
か
ら
し
ば
ら
く
し

て
か
ら
、
再
び
被
災
地
に
宛
て
ら
れ
た
恩
賜
金
が
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
も
の
で
あ
っ
た

点
は
特
筆
さ
れ
る
。

（
４
）
皇
族
の
被
災
地
視
察

　

明
治
二
十
四
年
十
一
月
七
日
、
明
治
天
皇
の
「
御
沙
汰
」
に
よ
り
、
小
松
宮
彰
仁
親
王

を
岐
阜
・
愛
知
両
県
の
「
震
災
地
へ
視
察
」
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た

（
（9
（

。
折
し
も
京
都
に

滞
在
し
て
い
た
彰
仁
親
王
は
、
急
遽
視
察
の
命
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
即
日
午
後
九
時

四
五
分
の
電
報
に
て
「
震
災
地
視
察
謹
ン
テ
御
請
ス
」
と
し
て
、
小
松
宮
家
か
ら
回
答
し

た
。
小
松
宮
別
当
高
崎
正
風
が
随
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
十
一
月
十
～
十
七
日
に
か
け
て

巡
視
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
災
害
発
生
後
に
侍
従
等
の
側
近
を
差
遣
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
皇
族
自
身

が
被
災
地
を
訪
問
す
る
の
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
彰
仁
親
王
は
被

災
地
の
ど
の
よ
う
な
場
所
を
巡
視
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、「
彰
仁
親
王
年
譜
資
料
」

の
内
、
小
松
宮
書
類
の
写
し
で
あ
る
「
震
災
地
視
察
概
況　

明
治
二
十
四
年
」
を
も
と
に

し
て
、
各
日
ご
と
に
主
な
訪
問
場
所
を
列
記
す
る

（
（9
（

。

　

十
日　
　

�【
岐
阜
県
大
垣
町
】
大
垣
仮
病
院
、
市
街
巡
視
（
旧
城
内
の
仮
病
院
等
）

　

十
一
日　

�【
大
垣
町
】
市
街
巡
視
、
津
村
浦
の
堤
防
決
壊
場
所
、【
古
橋
村
】
赤
十
字
社

医
員
設
置
の
仮
治
療
所
・
病
室
、【
北
方
町
】
岩
佐
・
高
階
両
侍
医
の
出
張

治
療
、【
近
島
村
】
桂
侍
医
出
張
治
療
、【
岐
阜
市
】
岐
阜
病
院
、
市
中
巡
視

　

十
二
日　

�【
高
富
村
】
滋
賀
県
大
津
病
院
長
・
彦
根
病
院
長
・
同
県
医
師
総
代
ら
医
師

の
出
張
治
療
、【
関
町
】
赤
十
字
社
出
張
員
仮
病
院
、【
芥
見
村
】
学
士
会
派

遣
学
生
の
出
張
治
療

　

十
三
日　

�【
加
納
町
】
陸
軍
軍
医
学
会
軍
医
の
仮
設
治
療
所
・
病
室
、【
笠
松
町
】
大
阪

医
学
校
教
員
・
学
生
の
出
張
治
療
、【
墨
俣
村
】
京
都
医
会
医
員
の
出
張
治
療
、

【
穂
積
村
】
侍
医
の
出
張
所
、【
竹
ヶ
鼻
町
】
大
谷
派
本
願
寺
別
院
境
内
の
仮

病
院
、【
今
尾
町
】
仮
病
院
・
治
療
所

　

十
四
日　

�【
高
須
町
】
高
須
仮
病
院
、【
愛
知
県
津
島
町
】
津
島
神
社
境
内
・
公
園
、
愛

知
病
院
医
員
出
張
治
療
の
仮
病
院
、【
甚
目
寺
村
】
赤
十
字
社
本
部
・
支
部

医
員
出
張
治
療
の
仮
設
病
院
、【
名
古
屋
市
】
愛
知
県
庁
、
名
古
屋
市
役
所
、

愛
知
病
院
、
私
立
病
院
好
生
館
、
名
古
屋
監
獄
署

　

十
五
日　

�【
西
枇
杷
町
】
西
春
日
井
郡
役
所
・
仮
事
務
所
、
好
生
館
医
員
出
張
治
療
の



（ 34 ）（ 35 ）

明治二十四年の濃尾地震と皇室・宮内省

仮
病
院
、【
清
洲
町
】
好
生
館
医
員
出
張
治
療
の
仮
設
病
院
、【
稲
沢
町
】
愛

知
病
院
医
員
出
張
治
療
の
治
療
所
、【
起
村
】
大
学
教
師
ド
ク
ト
ル
ス
ク
リ

バ
ら
の
交
代
治
療
、【
奥
村
】
開
業
医
、
侍
医
、
第
一
高
等
中
学
校
教
授
、

慈
恵
医
院
ら
医
師
の
交
代
治
療
、【
一
宮
町
】大
学
教
師
ド
ク
ト
ル
ス
ク
リ
バ
・

医
学
士
ら
の
交
代
治
療

　

十
六
日　

�【
名
古
屋
市
】
第
三
師
団
巡
視
、
尾
張
紡
績
会
社
工
場
、
愛
知
郡
役
所
、
熱

田
仮
病
院
、【
一
色
村
】
村
医
ら
の
仮
病
院

　

十
七
日　

�【
小
牧
村
】
赤
十
字
社
出
張
医
員
設
置
の
仮
病
院
、【
犬
山
町
】
赤
十
字
社
出

張
員
治
療
の
仮
病
院
、【
浅
井
村
】
赤
十
字
社
出
張
所
、【
小
折
村
】
赤
十
字

社
出
張
本
部
、【
岩
倉
村
】
丹
羽
郡
高
等
小
学
校
・
岩
倉
尋
常
小
学
校

　

以
上
の
訪
問
先
か
ら
、
巡
視
箇
所
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
、
巡
視
中
は
被
災
箇
所
の
確
認
や
官
公
署
で
被
災
報
告
を
受
け
る
な
ど
、
被
害
概
要

の
把
握
に
努
め
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
十
日
に
訪
問
し
た
大
垣
町
で
は
「
火
災
猖
獗
ヲ

極
メ
満
目
灰
燼
実
ニ
惨
状
ヲ
尽
セ
リ
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
晩
、
投
宿
し
た
旧

藩
主
戸
田
家
で
は
、
安
八
郡
長
・
大
垣
町
商
会
議
員
・
土
木
委
員
等
を
集
め
て
「
罹
災
者

ノ
現
状
及
破
壊
セ
シ
堤
防
ノ
状
況
」
の
報
告
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
を
単
に
視
察
す
る
の
で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
被
災
者
に
寄

り
添
い
、
応
対
し
た
。
例
え
ば
、
大
垣
町
と
同
じ
く
苛
烈
な
被
害
を
受
け
た
笠
松
町
で
は
、

十
三
日
に
一
度
視
察
し
た
も
の
の
、
県
庁
か
ら
の
通
達
が
延
着
し
た
た
め
同
町
の
被
災
者

に
連
絡
が
届
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
笠
松
町
で
は
「
独
天
恩
ニ
漏
レ
タ
ル
思
ヲ

為
シ
畢
生
ノ
遺
憾
」
だ
と
し
て
、
再
度
訪
問
し
て
も
ら
え
る
よ
う
請
願
し
た
。
急
遽
、
予

定
を
変
更
し
て
、
十
五
日
に
も
う
一
度
立
ち
寄
り
「
笠
松
人
民
実
ニ
一
ト
方
ナ
ラ
ス
感
激

シ
タ
リ
」
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
被
災
地
を
激
励
す
る
と
い
う
側
面
は
、
十
七
日
に
訪
問
し
た
学
校
に
も
言
え

る
。丹
羽
郡
高
等
小
学
校
・
岩
倉
尋
常
小
学
校
の
両
校
で
は
校
舎
が
全
壊
し
た
も
の
の
、「
露

天
ニ
生
徒
ヲ
集
メ
テ
日
々
教
授
」
し
て
い
た
。
そ
の
様
子
に
「
感
賞
」
し
た
彰
仁
親
王
は
、

教
員
ら
に
「
賞
詞
」
を
与
え
て
督
励
し
た

（
（9
（

。
被
災
地
に
と
っ
て
は
復
旧
・
復
興
へ
向
け
た

支
援
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
訪
問
先
と
し
て
特
記
す
べ
き
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
仮
病
院
・
治
療
所
な
ど

が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
彰
仁
親
王
は
日
本
赤
十
字
社
総
裁
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

社
の
出
張
所
に
も
慰
問
の
た
め
精
力
的
に
訪
問
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
十
一
日
に
訪
問
し

た
古
橋
村
の
日
本
赤
十
字
社
仮
病
院
で
は
、「
患
者
ニ
就
キ
逸
々
懇
ロ
ニ
御
慰
問
在
セ
ラ

レ
、
入
院
患
者
一
同
感
泣
致
シ
」
た
と
い
う

（
（9
（

。
被
災
地
で
臨
時
的
に
布
設
さ
れ
た
、
各
病

院
の
出
張
治
療
に
も
足
を
運
ん
だ
。

　

ま
た
、
随
行
し
た
小
松
宮
別
当
高
崎
正
風
に
よ
れ
ば
、
巡
視
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　
　

�

被
害
ノ
大
ナ
ル
各
地
ヲ
初
メ
、
負
傷
者
ノ
治
療
所
ア
ル
町
村
ニ
ハ
路
程
ノ
遠
近
ヲ
問

ハ
ス
必
巡
視
セ
ラ
レ
、
至
ル
所
毎
ニ
集
合
セ
ル
郡
市
町
長
及
県
会
郡
市
町
村
会
議
員

等
ニ
ハ
具
サ
ニ
其
情
況
ヲ
諮
詢
シ
、
且
丁
寧
反
復
安
撫
シ
タ
マ
ヒ
、
又
如
何
ナ
ル
筵

小
屋
ノ
内
ニ
在
ル
患
者
ト
雖
モ
必
其
病
床
ニ
就
キ
一
々
其
傷
痍
ノ
浅
深
経
過
ノ
良
否

ヲ
問
親
シ
ク
之
ヲ
慰
諭
シ
タ
マ
ヒ
、
又
医
師
・
看
護
婦
ヲ
労
ハ
セ
ラ
レ
、
又
患
者
ニ

金
若
干
ヲ
賜
ヒ
滋
養
ノ
資
ニ
充
テ
シ
メ
ラ
ル

　

こ
こ
か
ら
、
巡
視
で
は
仮
病
院
・
治
療
所
な
ど
を
特
に
訪
問
し
て
負
傷
者
に
若
干
の
金

員
を
施
与
す
る
な
ど
、
負
傷
者
の
慰
問
を
目
的
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
彰

仁
親
王
が
被
災
者
に
寄
り
添
い
つ
つ
被
災
地
を
慰
問
し
た
こ
と
は
、
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
に
向
け
て
踏
み
出
す
一
助
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
５
）
御
料
林
木
払
下
げ

　

御
料
林
と
は
皇
室
所
有
の
山
林
の
こ
と
で
、
御
料
局
木
曽
支
庁
で
は
木
曽
御
料
地
に
所

在
す
る
「
古
来
有
名
ノ
大
森
林
」
で
あ
る
木
曽
山
（
岐
阜
県
恵
那
郡
北
部
）
を
始
め
と
し

た
良
質
な
木
材
の
産
地
を
所
管
し
た

（
（9
（

。
こ
の
御
料
林
木
払
下
げ
の
た
め
、
所
管
す
る
御
料

局
長
の
岩
村
通
俊
は
明
治
二
十
四
年
十
一
月
五
日
、
岐
阜
・
愛
知
両
県
へ
の
差
遣
を
命
じ

ら
れ
た

（
（9
（

（【
表
３
】
参
照
）。

　

こ
の
出
張
に
あ
た
っ
て
岩
村
は
、
同
日
に
宮
内
大
臣
か
ら
「
非
常
ノ
災
害
ニ
罹
リ
タ
ル

地
方
人
民
ニ
建
築
林
又
ハ
薪
材
ヲ
特
売
シ
、
又
ハ
時
価
ヨ
リ
低
売
ス
ル
事
」
に
つ
い
て
の

権
限
が
委
任
さ
れ
た

（
（9
（

。
こ
れ
は
被
災
者
に
対
し
復
旧
用
建
築
資
材
等
を
供
給
す
る
た
め
、

御
料
林
木
材
を
安
価
で
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
御
料
局
で
は
そ
の
材
木
の
供

給
が
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
最
も
必
要
な
施
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

岩
村
は
出
張
中
の
十
一
月
八
日
、「
罹
災
人
民
家
屋
建
築
用
材
供
給
方
」に
つ
い
て
愛
知
・

岐
阜
両
県
知
事
と
協
議
し
た
（
十
一
月
十
一
日
付
復
命
書
）。
愛
知
県
と
は
、
白
鳥
貯
木

所
現
有
材
・
二
十
四
年
度
伐
出
材
の
内
か
ら
同
県
へ
引
き
渡
し
、
予
定
代
価
の
お
よ
そ
一

割
以
内
の
低
価
で
被
災
者
に
払
い
下
げ
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
県
と
は
、
御
料
林

立
木
を
伐
木
し
て
同
県
へ
山
元
原
価
に
て
引
き
渡
し
、
代
価
は
震
災
前
の
時
価
と
比
べ
て

お
よ
そ
一
割
以
内
の
低
価
で
被
災
者
に
払
い
下
げ
る
も
の
と
し
た
。

　

岩
村
は
両
県
と
の
交
渉
結
果
を
受
け
て
、
愛
知
県
で
は
十
一
月
十
六
日
、
早
速
「
御
料

木
御
払
下
取
扱
順
序
」
を
定
め
て
、
被
災
者
へ
「
家
屋
建
築
用
材
」
を
払
い
下
げ
る
手
続

き
を
進
め
た
。
県
庁
で
は
白
鳥
貯
木
所
へ
職
員
を
派
遣
し
て
「
御
払
下
材
」
の
引
渡
し
を

受
け
、
郡
市
町
村
長
を
経
て
被
災
者
へ
引
き
渡
す
も
の
と
し
た
。
郡
市
町
村
は
県
庁
か
ら

全
壊
・
半
壊
・
全
焼
・
半
焼
を
基
準
に
被
害
の
大
小
に
応
じ
て
、
木
種
・
員
数
を
大
別
さ

れ
、
御
料
林
木
が
払
い
渡
さ
れ
た
。
愛
知
県
で
は
、
明
治
二
十
七
年
二
月
一
九
日
に
宮
内

大
臣
へ
提
出
し
た
最
終
報
告
に
至
る
ま
で
、
三
回
に
わ
た
っ
て
各
郡
市
ご
と
に
御
料
林
木

の
払
下
げ
を
受
け
た
。
最
終
的
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
貯
材
は
、
一
一
万
五
九
四
本
に
上
っ

た
。

　

一
方
、
岐
阜
県
に
お
い
て
も
岩
村
と
の
協
議
を
受
け
て
、
十
一
月
九
日
に
「
御
料
林
ノ

内
御
払
下
材
取
扱
順
序
」
を
定
め
た
。
県
庁
で
は
「
御
払
下
材
」
の
木
種
・
員
数
な
ど
を

調
査
し
た
上
で
、
属
官
を
派
遣
し
て
御
料
林
木
の
引
渡
し
を
受
け
る
も
の
と
し
た
。
十
二

月
一
日
か
ら
順
次
、
御
料
林
の
内
中
山
七
里
・
小
倉
山
・
須
原
山
・
前
ノ
山
・
宮
代
山
の

五
か
所
か
ら
立
木
五
万
四
三
九
〇
本
が
伐
出
さ
れ
、
造
材
木
数
一
一
万
一
五
三
本
が
岐
阜

県
に
受
け
渡
さ
れ
た

（
（9
（

。
こ
れ
に
先
立
ち
十
一
月
二
十
八
日
に
は
、
岐
阜
県
は
「
御
料
林
材

払
渡
方
法
」
を
定
め
て
、
被
災
者
へ
の
御
料
林
木
払
下
要
領
を
告
示
し
た
。
県
庁
は
被
害

の
甚
大
な
岐
阜
市
、
安
八
郡
大
垣
町
、
羽
栗
郡
笠
松
町
に
「
払
下
所
」
を
設
け
、
実
際
の

払
下
げ
を
明
治
二
十
五
年
二
月
以
後
と
し
た
。
払
下
げ
を
希
望
す
る
被
災
者
は
郡
市
役
所

へ
願
書
を
提
出
し
、
許
可
の
上
は
払
下
所
へ
用
材
の
種
類
と
代
金
を
納
め
て
引
渡
し
を
受

け
る
も
の
と
し
た
。
御
料
林
木
の
払
下
げ
は
、
明
治
二
十
七
年
二
月
二
日
の
最
終
報
告
と

諸
費
収
支
の
精
算
に
至
る
ま
で
続
い
た
。

　

だ
が
、
直
ち
に
、
木
材
を
必
要
と
す
る
岐
阜
県
内
の
被
災
者
に
行
き
渡
っ
た
訳
で
は
な

か
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
五
月
、
岐
阜
県
県
会
議
員
有
志
総
代
（
佐
久
間
国
三
郎
・
石
井

鼎
・
金
森
吉
次
郎
）
か
ら
宮
内
大
臣
に
宛
て
た
告
発
が
あ
っ
た

（
（10
（

。
こ
れ
は
岐
阜
県
知
事
小

崎
利
準
の
「
我
カ
県
下
震
災
後
ノ
施
政
其
当
ヲ
失
ヒ
為
メ
ニ
罹
災
民
ガ
不
幸
無
惨
ナ
ル
境

遇
ニ
沈
淪
」
し
て
い
る
と
し
て
、「
御
料
林
木
払
下
ニ
関
ス
ル
失
当
ノ
処
置
」
を
追
及
す

る
も
の
で
あ
る
。
県
会
議
員
有
志
総
代
は
次
の
よ
う
に
、
御
料
林
木
払
下
げ
が
一
向
に
進

ま
な
い
こ
と
か
ら
県
知
事
の
責
任
を
難
じ
た
。
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�
知
事
利
準
ハ
御
料
林
木
払
下
執
行
ノ
責
任
ヲ
受
ケ
ナ
ガ
ラ
其
処
置
ノ
悪
シ
キ
カ
為
メ
、

且
ツ
其
手
続
ヲ
誤
リ
タ
ル
カ
為
メ
畏
レ
多
ク
モ
罹
災
民
ヲ
シ
テ
優
渥
ナ
ル　

聖
恩
ニ

沐
浴
ス
ル
能
ハ
サ
ラ
シ
メ
タ
リ
、
其
罪
決
シ
テ
軽
カ
ラ
ズ
ト
信
ス
ル
ナ
リ
、
此
場
合

ニ
当
リ
最
モ
憫
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
災
余
ノ
人
民
ナ
リ
、
震
火
両
災
並
ビ
到
リ
テ
其
居
処

ヲ
失
ヒ
シ
ト
同
時
ニ
材
木
ノ
価
格
頓
ニ
騰
貴
シ
以
前
ノ
二
倍
若
ク
ハ
三
倍
ニ
昇
リ
困

弊
羸
弱
ノ
力
ヲ
以
テ
容
易
ニ
家
屋
ヲ
建
築
ス
ル
能
ハ
ス

　

以
上
は
、
御
料
林
木
払
下
げ
が
遷
延
し
て
木
材
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
被
災
者
が
容

易
に
家
屋
を
建
築
で
き
ず
困
窮
し
て
い
る
と
し
て
、
震
災
後
の
状
況
か
ら
県
知
事
を
非
難

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
背
景
の
一
つ
に
は
、
県
知
事
と
県
議
会
の
対
立
が
あ
っ
た
。
六
月

四
日
に
は
、
宮
内
省
御
料
局
と
し
て
岐
阜
県
知
事
へ
「
詳
細
ノ
顛
末
并
ニ
目
下
ノ
取
扱
振

等
」
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
六
月
九
日
、
御
料
局
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
岐
阜
県
知
事
は
「
急
遽

ノ
事
業
」
で
あ
る
こ
と
と
、「
雨
雪
交
々
至
リ
意
ノ
如
ク
相
運
ハ
サ
ル
」
た
め
で
あ
る
と

弁
明
し
た
。
特
に
想
定
外
と
な
っ
た
の
は
、「
事
業
中
予
想
外
ノ
降
雪
春
霖
等
」
と
「
災

余
杣
賃
・
人
夫
賃
等
非
常
ニ
高
騰
シ
意
外
ノ
費
用
」、「
其
他
流
材
等
臨
時
ノ
費
用
」
が
か

さ
ん
だ
た
め
、
当
初
の
予
算
を
上
回
る
事
態
で
あ
っ
た
。
岐
阜
県
知
事
は
、
以
上
の
理
由

に
よ
り
県
会
議
員
ら
が
こ
の
「
事
実
ヲ
知
ラ
ス
シ
テ
虚
妄
ノ
説
」
を
唱
え
て
い
る
だ
け
だ

と
し
て
一
蹴
し
た
。

　

と
は
い
え
、
政
府
内
の
枢
密
顧
問
官
井
上
毅
か
ら
は
、
御
料
局
長
岩
村
通
俊
へ
提
出
し

た
内
申
書
に
お
い
て
「
御
料
林
下
賜
之
末
受
負
人
私
利
を
営
み
、
人
民
に
実
恵
を
与
へ
ず

と
の
風
説
は
、
稍
事
実
あ
る
事
に
候
哉
」
と
の
調
査
を
求
め
て
い
た

（
（10
（

。
実
際
問
題
と
し
て

小
崎
知
事
に
批
判
的
な
井
上
は
、
御
料
林
木
が
直
ち
に
必
要
な
被
災
者
へ
行
き
渡
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
岐
阜
県
の
場
合
は
、
県
政
の
混
乱

な
ど
か
ら
御
料
林
木
の
払
下
げ
が
難
航
し
て
い
た
。

　

以
上
の
愛
知
・
岐
阜
両
県
へ
の
御
料
林
木
の
払
下
げ
は
、
愛
知
県
で
比
較
的
円
滑
に
進

め
ら
れ
た
一
方
、
岐
阜
県
で
は
政
治
状
況
の
混
乱
か
ら
被
災
者
の
手
元
へ
届
く
の
が
遅
滞

し
た
。
加
え
て
、
現
場
の
木
曽
支
庁
長
小
寺
成
蔵
は
、
御
料
林
木
を
低
価
で
被
災
者
に
払

い
下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
小
寺
は
方
針
の
違
い
な
ど

に
よ
り
十
二
月
十
四
日
に
「
諭
旨
免
官
」
に
な
っ
た

（
（10
（

。
御
料
林
木
の
払
下
げ
に
あ
た
っ
て

は
被
災
地
の
現
場
に
お
い
て
当
初
よ
り
混
乱
を
招
い
て
い
た
が
、
被
災
地
へ
直
接
赴
い
た

御
料
局
長
岩
村
通
俊
の
主
導
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
実
現
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

濃
尾
地
震
の
発
生
は
帝
国
議
会
開
設
の
翌
年
の
こ
と
で
、
立
憲
国
家
日
本
が
初
め
て
経

験
す
る
激
甚
災
害
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
近
代
国
家
と
し
て
初
め
て
直
面
し
た
大
規
模

災
害
で
あ
る
濃
尾
地
震
に
つ
い
て
、
皇
室
と
皇
室
を
支
え
る
宮
内
省
が
い
か
に
把
握
し
対

応
し
た
の
か
、
跡
付
け
た
。
先
行
研
究
で
は
、
皇
室
・
宮
内
省
の
震
災
対
応
と
し
て
主
に

恩
賜
金
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
様
々
な
形
で
被
災
地
を
支
援
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
各
章
ご
と
に
ま
と
め

る
と
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
濃
尾
地
震
以
前
の
災
害
で
の
対
応
で
あ
る
。
明
治
前
期
の
皇
室
で
は
、
恩
賜
金

と
侍
従
等
の
差
遣
、
皇
后
に
よ
る
下
賜
と
日
本
赤
十
字
社
の
救
護
活
動
の
支
援
を
通
じ
て

対
応
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
ら
は
災
害
時
の
対
応
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
濃
尾
地
震
で

も
先
例
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
濃
尾
地
震
に
お
け
る
皇
室
・
宮
内
省
の
被
災
認
識
に
つ
い
て
で
あ
る
。
複
数
回
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に
及
ぶ
濃
尾
地
震
に
関
す
る
天
皇
へ
の
上
奏
は
、
皇
室
と
政
府
が
共
に
激
甚
災
害
の
認
識

を
共
有
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
宮
内
省
と
し
て
は
、
政
府
の
み
な
ら
ず
被
災
地
の
御
料
局

木
曽
支
庁
か
ら
の
報
告
を
通
じ
て
、
独
自
に
被
災
情
報
を
得
て
い
た
。

　

最
後
に
、
皇
室
・
宮
内
省
に
よ
る
濃
尾
地
震
へ
の
対
応
で
あ
る
。
震
災
直
後
よ
り
、
侍

従
差
遣
、
侍
医
の
救
護
活
動
、
恩
賜
金
の
決
定
な
ど
、
迅
速
に
応
急
的
な
対
応
が
と
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
は
従
前
の
災
害
対
応
と
同
様
で
あ
る
が
、
特
に
恩
賜
金
は
、
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九
一
）
十
月
三
十
・
三
十
一
日
の
両
日
で
、
岐
阜
・
愛
知
両
県
へ
の
合
計
は
二
万

六
〇
〇
〇
円
に
上
り
、
以
後
も
被
災
状
況
に
応
じ
て
追
加
で
下
賜
を
重
ね
た
。

　

濃
尾
地
震
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
柔
軟
な
対
応
も
な
さ
れ
た
。
皇
室
と
し
て
は
、

恩
賜
金
の
み
な
ら
ず
救
助
金
の
募
集
に
も
寄
与
し
た
。
皇
后
の
「
思
召
」
に
よ
り
婦
人
慈

善
会
の
慈
善
バ
ザ
ー
を
通
じ
て
、
被
災
者
へ
の
救
助
金
を
募
っ
た
こ
と
は
、
支
援
の
裾
野

を
広
げ
る
上
で
画
期
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
松
宮
彰
仁
親
王
の
視
察
は
皇
族
自
身
に
よ

る
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
慰
問
と
激
励
と
な
り
、
皇
室
の
災
害
対
応
で
は
異
例

と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
皇
室
の
対
応
と
し
て
宮
内
省
に
お
い
て
手
続
き
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
被
災
地

の
現
地
に
支
庁
を
構
え
る
御
料
局
の
対
応
は
、
厳
密
に
言
え
ば
皇
室
・
宮
内
省
の
対
応
と

は
趣
が
異
な
る
。
御
料
局
で
は
被
災
地
域
に
木
曽
支
庁
と
御
料
林
を
抱
え
る
か
ら
こ
そ
、

御
料
林
木
払
下
げ
を
通
じ
て
被
災
者
へ
復
旧
用
木
材
を
提
供
す
る
な
ど
、
本
省
と
は
異
な

る
独
自
路
線
で
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
後
押
し
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

以
上
よ
り
、
濃
尾
地
震
で
は
皇
室
・
宮
内
省
の
立
場
や
状
況
に
応
じ
て
、
被
災
者
に
寄

り
添
っ
た
様
々
な
震
災
対
応
が
と
ら
れ
、
皇
室
・
宮
内
省
の
社
会
的
役
割
を
示
す
出
来
事

と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
震
災
か
ら
半
年
以
上
を
経
過
し
て
か
ら
も
、
被
災
地

か
ら
は
皇
室
へ
期
待
す
る
声
が
あ
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
七
月
十
二
日
、
岐
阜
の
名
望
家

で
あ
る
馬
淵
純
三
・
金
森
吉
次
郎
ら
に
よ
り
、
被
災
者
の
声
を
代
弁
す
る
一
通
の
請
願
書

が
天
皇
へ
呈
さ
れ
た

（
（10
（

。
彼
ら
は
、
被
災
地
へ
の
恩
賜
な
ど
「
陛
下
覆
育
ノ
徳
沢
ニ
浴
ス
ル

能
ハ
ス
」
と
の
「
災
民
多
シ
」
と
い
う
、
困
窮
す
る
状
況
に
「
悲
痛
惨
怛
」
し
て
い
た
。

依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
ぬ
、
被
災
地
の
困
窮
状
況
を
嘆
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
請
願
を
受

け
た
文
事
秘
書
局
で
は
「
前
途
休
養
ノ
方
策
」
し
か
な
い
と
主
管
の
内
務
大
臣
へ
回
付
し

た
が
、
こ
の
請
願
は
被
災
地
が
皇
室
に
震
災
対
応
を
期
待
す
る
証
左
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
災
害
の
記
録
化
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
宮
間
純
一
に
よ
れ
ば
、
濃

尾
地
震
は
災
害
記
憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
化
の
観
点
か
ら
、
行
政
組
織
に
よ
る
災
害
誌
編
纂

の
画
期
と
な
る
出
来
事
で
あ
り
、
以
後
の
「
災
害
誌
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
一
つ
」
を
提
供

し
た
と
さ
れ
る

（
（10
（

。
宮
内
省
と
し
て
災
害
誌
を
編
纂
す
る
と
い
う
動
き
は
な
か
っ
た
が
、
御

料
局
と
し
て
は
記
憶
の
記
録
化
と
共
有
化
が
図
ら
れ
て
い
た
。

　

御
料
局
公
文
書
の
簿
冊
「
事
業
録
九
」（
明
治
二
十
四
年
）
の
一
冊
に
は
、
他
に
見
ら

れ
な
い
「
例
言
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、「
愛
知
岐
阜
両
県
下
震
災
ニ
関
ス
ル
件
」
の
「
該

文
書
一
切
ヲ
編
輯
」
し
た
と
あ
る

（
（10
（

。
そ
こ
に
は
「
普
通
ノ
法
ニ
依
ラ
ス
」「
恩
恵
ノ
道
ヲ

講
シ
タ
」御
料
局
の
震
災
対
応
に
つ
い
て
、「
該
事
蹟
ヲ
検
尋
ス
ル
ニ
便
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
」

記
録
の
重
要
性
が
記
さ
れ
て
い
る
。
御
料
局
で
は
、
被
災
し
た
木
曽
支
庁
を
抱
え
る
部
局

だ
か
ら
こ
そ
、
意
識
的
に
後
世
へ
震
災
対
応
の
記
録
を
伝
え
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
。
だ
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
部
局
の
こ
と
で
あ
り
、
皇
室
・
宮
内
省
と
し
て
濃
尾
地
震
を
災
害
対

応
の
先
例
の
一
つ
と
し
て
い
か
に
伝
え
て
い
っ
た
の
か
は
、
後
年
の
対
応
か
ら
別
に
探
ら

ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

註
　

※�

本
稿
で
使
用
し
た
史
料
の
内
、
特
に
所
蔵
先
を
示
し
て
い
な
い
も
の
は
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
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書
館
所
蔵
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
で
あ
る
。
註
で
は
作
成
部
局
「
史
料
名
」
作
成
年
、
件
名

番
号
（
識
別
番
号
）
の
順
に
記
し
て
い
る
。

（
1
）　

中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
編
『
一
八
九
一　

濃
尾
地
震
報

告
書
』（
二
〇
〇
六
年
）、
一
頁
、『
日
本
被
害
地
震
総
覧　

五
九
九
―
二
〇
一
二
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）、
二
一
三
頁
、
参
照
。

（
2
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
（
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
二
年
）、九
一
二
頁
。
十
月
三
十
一
日
に
は
、

さ
ら
に
岐
阜
・
愛
知
両
県
に
そ
れ
ぞ
れ
各
一
万
円
が
追
加
で
下
賜
さ
れ
た
。

（
3
）　

北
原
糸
子
『
磐
梯
山
噴
火　

災
異
か
ら
災
害
の
科
学
へ
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）、

一
八
九
～
一
九
二
頁
、
宮
城
洋
一
郎
「
明
治
期
に
お
け
る
皇
室
の
災
害
救
助
に
つ
い
て
―
磐
梯

山
噴
火
を
事
例
と
し
て
―
」（『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
紀
要
』
第

三
〇
輯
、
二
〇
一
四
年
）。

（
4
）　

川
田
敬
一「
近
代
皇
室
の
社
会
的
役
割
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
宮
内
公
文
書
館
所
蔵『
恩

賜
録
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
日
本
学
研
究
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
四
年
）。
大
正
十
二
年
（
一

九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
以
降
に
つ
い
て
は
、
同
「
災
害
下
賜
金
と
天
皇
の
役
割
」（『
日
本
学

研
究
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
八
年
）、
参
照
。

（
5
）　

宮
城
洋
一
郎
「
濃
尾
震
災
と
恩
賜
金
に
つ
い
て
」（『
皇
學
館
論
叢
』
第
四
八
巻
第
五
号
、

二
〇
一
五
年
）。

（
6
）　

北
原
糸
子
「
濃
尾
地
震
に
お
け
る
災
害
救
援
医
療
」（
前
掲
『
一
八
九
一　

濃
尾
地
震
報

告
書
』）、
羽
賀
祥
二
「
濃
尾
地
震
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
に
つ
い
て
―
愛
知
病
院
・
愛
知
医

学
校
の
活
動
を
中
心
に
―
」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』第
二
〇
号
、二
〇
一
二
年
）

等
。

（
7
）　

川
原
由
佳
里
「
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
濃
尾
地
震
に
お
け
る
日
本
赤
十
字
社
の
災

害
救
護
活
動
―
岐
阜
県
出
張
医
員
の
記
録
史
料
か
ら
―
」（『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
第
二
一

号
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
明
治
二
十
四
年
濃
尾
地
震
に
お
け
る
医
療
救
護
」（『
ア
リ
ー
ナ
』

第
九
号
、
中
部
大
学
総
合
学
術
研
究
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
宮
城
洋
一
郎
「
明
治
期
に
お
け
る

皇
室
の
福
祉
事
業
―
日
本
赤
十
字
社
の
災
害
救
助
と
の
関
わ
り
か
ら
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学

会
紀
要
』
復
刊
第
五
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）
等
。

（
8
）　

山
田
昭
彦
「
濃
尾
震
災
時
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
―
「
公
文
雑
纂
」
に
み
る
岐
阜
県
関
連

資
料
を
中
心
と
し
て
―
」（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
9
）　

帝
室
林
野
局
編
・
刊
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』（
一
九
三
九
年
）、
七
一
六
頁
、
及
び
同

書
所
収
「
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
附
録
年
表
」、
一
一
頁
。

（
10
）　
「
恩
賜
録
」
は
、
作
成
し
た
大
臣
官
房
総
務
課
が
図
書
寮
へ
引
き
継
ぎ
、
同
寮
で
編
綴
し

た
永
年
保
存
の
公
文
書
で
あ
る
。
内
容
は
「
御
救
恤
・
御
恵
恤
・
褒
賞
・
祭
資
・
幣
帛
・
神
饌
・

供
物
ノ
下
賜
、
社
寺
ノ
維
持
・
殿
堂
ノ
修
築
其
ノ
他
教
育
ニ
関
ス
ル
賜
金
、
思
召
・
慰
問
及
報

労
ニ
因
ル
恩
賜
俸
給
、
同
性
質
ノ
手
当
金
賜
与
ニ
関
ス
ル
書
類
ヲ
編
次
ス
」
る
も
の
と
さ
れ
た

（「
公
文
書
類
保
存
期
限
ノ
区
別
及
編
纂
簿
冊
名
」
大
正
二
年
七
月
二
三
日
制
定
〈
図
書
寮
「
例

規
録
」
大
正
二
年
、
第
六
号
、
二
六
八
九
〉）。
堀
口
修
『
宮
内
省
の
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
』（
創
泉
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
一
五
・
二
九
〜
三
〇
頁
、
参
照
。

（
11
）　

井
原
頼
明
『
皇
室
事
典
』（
冨
山
房
、
一
九
三
八
年
）、
八
五
頁
。

（
12
）　

北
原
糸
子
「
浜
田
地
震　
「
窮
民
一
時
救
助
規
則
」
に
よ
る
災
害
救
済
」（
同
編
『
日
本
災

害
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
二
八
五
～
二
八
七
頁
。

（
13
）　
「
巡
幸
日
誌
」
第
三
号
、
明
治
五
年
六
月
十
一
日
条
（
式
部
寮
「
行
幸
録
三
」
明
治
五
年
、

第
一
三
号
、
二
〇
二
八
―
三
）。

（
14
）　

函
館
市
史
編
さ
ん
室
編
『
函
館
市
史
』
通
説
編
第
二
巻
（
函
館
市
、
一
九
九
〇
年
）、
五

一
三
頁
。

（
15
）　

庶
務
課
「
恩
賜
録
二
」
明
治
十
二
年
、
第
八
一
号
（
一
九
〇
―
二
）。

（
16
）　

庶
務
課
「
恩
賜
録
三
」
明
治
十
三
年
、
第
六
〇
号
（
一
九
一
―
三
）。

（
17
）　

庶
務
課
「
重
要
雑
録
」
明
治
十
七
年
、
第
二
五
号
（
二
三
二
六
〇
）。
こ
の
差
遣
で
侍
従

が
持
ち
帰
っ
た
と
思
わ
れ
る
報
告
書
が
、
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
の
内
に
「
明
治
十
七
年
暴
風

海
嘯
被
害
報
告　

広
島
県
・
山
口
県
・
香
川
県
」（
五
〇
二
八
〇
）
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　

臨
時
帝
室
編
修
局
「
高
辻
修
長
日
記
二
」（
三
五
七
六
二
）、
明
治
十
七
年
十
月
四
日
条
。

（
19
）　

中
央
社
会
事
業
協
会
社
会
事
業
研
究
所
編
『
日
本
社
会
事
業
大
年
表
』（
刀
江
書
店
、
一

九
三
六
年
）、
一
七
一
頁
。

（
20
）　

中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
編
『
一
八
八
八　

磐
梯
山
噴
火
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報
告
書
』（
二
〇
〇
五
年
）、
七
三
頁
。

（
21
）　

内
事
課
「
恩
賜
録
二
」
明
治
二
十
一
年
、
第
六
〇
号
（
一
九
九
―
二
）。

（
22
）　
『
日
本
赤
十
字
社
史
稿
』（
日
本
赤
十
字
社
、
一
九
一
一
年
）、
一
五
七
九
頁
。

（
23
）　

前
掲
内
事
課
「
恩
賜
録
二
」
明
治
二
十
一
年
、
第
六
〇
号
。

（
24
）　

川
原
由
佳
里
「
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
磐
梯
山
噴
火
に
お
け
る
日
本
赤
十
字
社
の

救
護
活
動
」（『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
八
八
〜
九
〇
頁
、
前

掲
宮
城
洋
一
郎
「
明
治
期
に
お
け
る
皇
室
の
福
祉
事
業
」、
六
五
〇
〜
六
五
一
頁
。

（
25
）　
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
下
（
岐
阜
県
、一
九
七
二
年
）、一
一
二
九
～
一
一
三
四
頁
、「
濃

尾
地
震
の
震
度
分
布
の
拡
大
図
」（
村
松
郁
栄
『
濃
尾
震
災
』
シ
リ
ー
ズ
日
本
の
歴
史
災
害
第

三
巻
、
古
今
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）、
四
〇
頁
、
参
照
。

（
26
）　

侍
従
職
「
日
録
」
明
治
二
十
四
年
（
二
五
〇
〇
四
）、
同
年
十
月
二
十
八
日
条
。

（
27
）　

侍
従
職
「
例
規
録
」
明
治
二
十
四
年
、
第
四
七
号
（
一
四
一
七
）。

（
28
）　

同
前
侍
従
職
「
例
規
録
」
明
治
二
十
四
年
、
第
六
六
・
七
〇
・
七
一
号
。

（
29
）　

皇
后
宮
職
「
日
記
」
明
治
二
十
四
年
（
二
四
七
一
二
）、
同
年
十
月
二
十
九
日
条
。

（
30
）　

前
掲
侍
従
職
「
例
規
録
」
明
治
二
十
四
年
、
第
六
九
号
。
な
お
、
後
宮
職
員
へ
の
心
得
書

は
皇
后
宮
大
夫
か
ら
女
官
ら
へ
口
達
さ
れ
、蒟
蒻
版
刷
り
で
配
布
さ
れ
た
（
同
前
皇
后
宮
職
「
日

記
」
明
治
二
十
四
年
、
同
年
十
月
三
十
一
日
条
）。

（
31
）　
「
静
岡
、
福
井
、
冨
山
、
愛
知
、
福
井
各
地
地
震
状
況
ノ
件
」（「
公
文
雑
纂
」
明
治
二
十

四
年
・
第
一
四
巻
・
内
務
省
五
、
纂
〇
〇
二
〇
九
一
〇
〇
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
32
）　

臨
時
帝
室
編
修
局
「
侍
従
日
録
一
八
」（
三
五
三
九
九
）、明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
九
日
条
。

（
33
）　
「
岐
阜
県
外
六
県
震
災
景
況
」（
前
掲
「
公
文
雑
纂
」
明
治
二
十
四
年
・
第
一
四
巻
・
内
務

省
五
）。

（
34
）　

前
掲
臨
時
帝
室
編
修
局
「
侍
従
日
録
一
八
」、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日
条
。

（
35
）　
「
愛
知
・
岐
阜
両
県
下
震
災
電
報
写
」（
内
大
臣
府
・
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
「
岐
阜
県
下

震
災
概
況
書　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
」
明
治
二
十
四
年
、
五
二
三
〇
〇
）、
同
「
大

地
震
報
告
書　

愛
知
、
富
山
、
岐
阜
、
長
野
、
三
重
各
県
」
明
治
二
十
四
年
（
五
四
一
〇
七
）。

（
36
）　
「
貴
春
」
罫
紙
は
、
侍
従
職
に
お
い
て
用
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
「
奏
上
書
類
写
用
紙
」

で
あ
る
（
侍
従
職
「
例
規
録
」
明
治
二
十
三
年
、
第
二
五
号
、
一
四
一
八
）。

（
37
）　

内
事
課
「
当
番
日
録
」
明
治
二
十
四
年
（
六
八
八
四
九
）、
同
年
十
月
二
十
九
日
条
。
な
お
、

当
日
の
当
番
書
記
官
は
山
崎
直
胤
。

（
38
）　

前
掲
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』、
七
二
〜
七
三
頁
、
及
び
「
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
附

録
年
表
」、
四
頁
。

（
39
）　

同
前
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』、
七
六
六
～
七
七
〇
、
七
八
〇
～
七
八
一
頁
。

（
40
）　
「
当
庁
舎
新
築
之
儀
伺
」
御
料
局
長
品
川
弥
二
郎
宛
御
料
局
木
曽
支
庁
長
小
寺
成
蔵
、
明

治
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
（
御
料
局
「
地
籍
録
八
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
八
号
一
、
五
六

〇
六
―
八
）。
内
匠
寮
技
師
片
山
東
熊
・
足
立
鳩
吉
の
設
計
。
庁
舎
建
築
に
つ
い
て
は
、
小
野

木
重
勝
「
御
料
局
支
庁
」（
同
『
明
治
洋
風
宮
廷
建
築
』
相
模
書
房
、
一
九
八
三
年
）、
参
照
。

（
41
）　
「
震
災
御
届
」
御
料
局
長
岩
村
通
俊
宛
木
曽
支
庁
長
・
御
料
局
理
事
小
寺
成
蔵
、
明
治
二

十
四
年
十
月
二
十
八
日
（
御
料
局
「
事
業
録
九
」
明
治
二
十
四
年
、
第
八
〇
号
一
、
五
七
二
五

―
九
）。

（
42
）　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
九
日
付
宮
内
大
臣
土
方
久
元
・
御
料
局
長
岩
村
通
俊
宛
木
曽
支

庁
長
・
御
料
局
理
事
小
寺
成
蔵
電
報
（
同
前
御
料
局
「
事
業
録
九
」
明
治
二
十
四
年
、
第
八
〇

号
一
）。

（
43
）　

明
治
二
十
四
年
十
月
三
十
日
付
内
務
大
臣
品
川
弥
二
郎
宛
御
料
局
木
曽
支
庁
長
小
寺
成
蔵

電
報
（「
愛
知
、
岐
阜
、
富
山
、
三
重
、
長
野
五
県
及
御
料
局
木
曽
支
庁
震
災
景
況
ノ
件
」〈「
公

文
雑
纂
」
明
治
二
十
四
年
・
第
一
五
巻
・
内
務
省
六
、
纂
〇
〇
二
一
〇
一
〇
〇
、
国
立
公
文
書

館
所
蔵
〉）。

（
44
）　

明
治
二
十
四
年
十
月
三
十
日
付
御
料
局
長
岩
村
通
俊
宛
木
曽
支
庁
長
小
寺
成
蔵
電
報
、
及

び
「
震
災
御
届
」
同
年
同
月
三
十
一
日
（
前
掲
御
料
局
「
事
業
録
九
」
明
治
二
十
四
年
、
第
八

〇
号
一
）。
前
掲
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』、
九
〇
三
〜
九
〇
六
頁
、
参
照
。

（
45
）　

内
事
課
「
進
退
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
〇
七
号
（
二
〇
八
二
八
―
二
）。
コ
ン
ド

ル
に
よ
る
木
曽
支
庁
の
調
査
報
告
に
つ
い
て
は
、
平
山
育
男
「
Ｊ
・
コ
ン
ド
ル
が 

“AN
 

A
RCH

IT
ECT

ʼS N
O
T
ES O

N
 T

H
E GREA

T
 EA

RT
H
Q
U
A
K
E O

F O
CT

O
BER, 

1891.

” 

に
お
い
て
報
告
し
た
宮
内
省
御
料
局
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
北
陸
支
部
研
究
報
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告
集
』
第
六
〇
号
、
二
〇
一
七
年
）、
同
「
Ｊ
・
コ
ン
ド
ル
が 

“AN
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N
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H
E GREA

T
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H
Q
U
A
K
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F O
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O
BER, 1891.

” に
お
い
て
報
告

し
た
御
料
局
木
曽
支
庁
に
つ
い
て
二
」（『
日
本
建
築
学
会
東
海
支
部
研
究
報
告
集
』
第
五
六
号
、

二
〇
一
八
年
）、
参
照
。

（
46
）　

浅
羽
英
男
「
特
集
一　

新
・
生
き
続
け
る
建
築
―
一
〇　

片
山
東
熊
」（『LIX

IL eye

』

no.10

、
二
〇
一
六
年
）、
五
頁
、
平
賀
あ
ま
な
「
片
山
東
熊
と
帝
国
奈
良
博
物
館
」（
奈
良
国
立

博
物
館
編
・
刊
『
特
別
陳
列　

帝
国
奈
良
博
物
館
の
誕
生
』
二
〇
二
一
年
）、
六
一
頁
。

（
47
）　
「
庁
舎
移
転
之
義
ニ
付
御
届
」
御
料
局
長
岩
村
通
俊
宛
木
曽
支
庁
長
小
寺
成
蔵
、
明
治
二

十
四
年
十
一
月
十
一
日
（
前
掲
御
料
局
「
事
業
録
九
」
明
治
二
十
四
年
、
第
八
〇
号
一
）。

（
48
）　
「
庁
舎
取
毀
方
等
之
儀
ニ
付
伺　

木
曽
支
庁
」
明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
（
前
掲

御
料
局
「
地
籍
録
八
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
八
号
四
）。

（
49
）　

前
掲
内
事
課
「
進
退
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
二
五
号
。
小
寺
成
蔵
は
明
治
八
年
に

地
租
改
正
事
務
局
に
出
仕
し
た
後
、
明
治
二
十
二
年
に
御
料
局
理
事
に
任
じ
ら
れ
た
（
御
料
局

「
進
退
録
」
明
治
二
十
五
年
、
第
一
号
、
二
一
六
三
五
）。
免
官
後
は
大
垣
商
工
会
議
所
代
議
員

な
ど
を
務
め
、
実
業
家
と
し
て
活
動
し
た
（
竹
内
治
彦
「
明
治
・
大
正
期
の
岐
阜
県
大
垣
市
の

産
業
発
展
に
み
る
特
殊
性
と
一
般
性
」〈『
岐
阜
経
済
大
学
論
集
』
五
〇
巻
二
号
、
二
〇
一
七
年
〉、

一
〇
頁
）。

（
50
）　

御
料
局
「
例
規
録
一
」
明
治
二
十
五
年
、
第
二
〇
号
（
五
七
八
五
―
一
）。

（
51
）　

前
掲
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
下
、
一
一
四
四
頁
、「
侯
爵
松
方
正
義
卿
実
記
」
巻
三

〇
（『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
第
三
巻
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
八
一
年
）、
六
〇

八
頁
、「
松
方
首
相
の
被
災
地
視
察
（
抄
）」（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
二
五
近
代
二
政
治
・
行
政
二
、

愛
知
県
、
二
〇
〇
九
年
）、
二
〇
九
～
二
一
一
頁
、
参
照
。

（
52
）　

内
事
課
「
日
録
」
明
治
二
十
四
年
（
二
三
〇
〇
七
）、
同
年
十
一
月
一
・
二
日
条
。

（
53
）　

同
前
内
事
課
「
日
録
」
明
治
二
十
四
年
、
同
年
十
一
月
三
日
条
。

（
54
）　

明
治
二
十
四
年
十
一
月
三
日
付
宮
内
大
臣
土
方
久
元
宛
内
閣
総
理
大
臣
松
方
正
義
電
報

（
前
掲
内
大
臣
府
「
大
地
震
報
告
書　

愛
知
、
富
山
、
岐
阜
、
長
野
、
三
重
各
県
」）。

（
55
）　

前
掲
内
事
課
「
進
退
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
〇
一
号
。
以
下
、
侍
従
の
岐
阜
・
愛

知
両
県
へ
の
差
遣
に
つ
い
て
は
、
本
史
料
に
拠
り
註
記
し
な
い
。

（
56
）　

前
掲
侍
従
職
「
日
録
」
明
治
二
十
四
年
、
同
年
十
月
三
十
日
条
。

（
57
）　

前
掲
内
事
課
「
進
退
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
〇
一
号
。

（
58
）　

明
治
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
付
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
宛
侍
従
北
条
氏
恭
電
報
（
前
掲
内

大
臣
府
「
岐
阜
県
下
震
災
概
況
書　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
」）。

（
59
）　

明
治
二
十
四
年
十
一
月
五
日
付
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
宛
侍
従
毛
利
左
門
書
簡
（
同
前
内
大

臣
府
「
岐
阜
県
下
震
災
概
況
書　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
」）。

（
60
）　

内
大
臣
府
・
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
「
岐
阜
県
下
震
災
概
況
」（
五
四
一
一
三
）。
な
お
、

同
前
内
大
臣
府
「
岐
阜
県
下
震
災
概
況
書　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
」
に
も
、
こ
れ
と

同
じ
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
岐
阜
県
側
に
は
、同
県
で
作
成
し
た
同
一
の
震
災
報
告
が
『
岐

阜
県
下
震
災
景
況
』（
岐
阜
県
郷
土
資
料
研
究
協
議
会
、
一
九
九
一
年
復
刻
、
原
本
は
岐
阜
県

立
図
書
館
所
蔵
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
61
）　

同
前
内
大
臣
府
「
岐
阜
県
下
震
災
概
況
書　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
」。

（
62
）　

前
掲
臨
時
帝
室
編
修
局
「
侍
従
日
録
一
八
」、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
八
日
条
。

（
63
）　

前
掲
内
事
課
「
進
退
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
一
七
号
。
持
ち
帰
っ
た
書
類
は
、
内

大
臣
府
・
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
「
福
井
県
下
震
災
ノ
状
況
」（
五
二
九
四
三
）、
同
「
滋
賀
県

地
震
景
況
」（
五
二
九
四
二
）。
滋
賀
県
に
つ
い
て
は
、
県
側
に
「
滋
賀
県
地
震
の
景
況
（
明
治

二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
）
東
園
侍
従
へ
差
出
の
控
」（「
明
治
二
十
四
年
震
災
一
件
書
類
」
明

そ
二
―
一
、
滋
賀
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
県
が
報
告
書
を
作
成
し
て
侍
従

ヘ
提
出
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

（
64
）　

前
掲
侍
従
職
「
日
録
」
明
治
二
十
四
年
、
同
年
十
一
月
二
十
六
日
条
、
前
掲
臨
時
帝
室
編

修
局
「
侍
従
日
録
一
八
」、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
条
。

（
65
）　

函
架
番
号
Ｂ
八
―
二
〇
〇
、
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
。
本
写
真
は
、
明
治
天
皇
御
手
許

書
類
（
前
掲
内
大
臣
府
「
岐
阜
県
下
震
災
概
況
書　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
」）
に
撮

影
箇
所
を
示
し
た
切
絵
図
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
復
命
書
と
と
も
に
報
告
さ
れ
た
と
い
う
（
白
石

烈
「
明
治
・
大
正
両
時
代
の
「
御
手
許
写
真
」
と
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」〈
宮
内
庁
書
陵
部
・

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三
の
丸
尚
蔵
館
展
覧
会
図
録N

o.67　

明
治
天
皇　

邦
を
知
り
国
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を
治
め
る
―
近
代
の
国
見
と
天
皇
の
ま
な
ざ
し
』
宮
内
庁
、
二
〇
一
五
年
〉、
八
六
頁
）。

（
66
）　

内
事
課
「
進
退
録
一
」
明
治
二
十
五
年
、
第
三
号
（
二
〇
八
二
九
―
一
）。

（
67
）　

侍
従
職
「
日
録
」
明
治
二
十
五
年
（
二
五
〇
〇
五
）、
同
年
一
月
十
七
日
・
二
月
八
日
条
、

臨
時
帝
室
編
修
局
「
侍
従
日
録
一
九
」
明
治
二
十
五
年
二
月
九
日
条
（
三
五
四
〇
〇
）。
復
命

書
の
写
し
は
、「
東
園
侍
従
巡
視
景
況
書
」（
臨
時
帝
室
編
修
局
「
明
治
天
皇
御
紀
資
料
稿
本
八

六
〇
」
明
治
二
十
五
年
一
月
五
日
条
、「
雑
纂　

内
事
課
」
所
収
、
八
〇
九
六
〇
）。

（
68
）　

前
掲
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
下
、
一
一
四
一
～
一
一
四
二
頁
、『
岐
阜
市
史
』
通
史

編
近
代
（
岐
阜
市
、
一
九
八
一
年
）、
三
九
七
～
三
九
九
頁
。

（
69
）　

前
掲
内
事
課
「
進
退
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
一
三
号
。

（
70
）　

明
治
（
二
十
四
）
年
十
一
月
三
日
付
池
田
謙
斎
宛
高
階
経
本
・
岩
佐
登
弥
太
書
簡
、
及
同

日
付
桂
秀
馬
・
南
部
一
政
書
簡
（
池
田
文
書
研
究
会
「
池
田
文
書
の
研
究 

（
二
〇
）」〈『
日
本

医
史
学
雑
誌
』
第
四
五
巻
第
三
号
、
一
九
九
九
年
〉、
四
二
六
～
四
二
七
頁
）。
い
ず
れ
の
侍
医

ら
も
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
経
歴
を
持
ち
、
主
に
外
科
を
専
攻
と
す
る
医
師
で
あ
っ
た

（
同
前
、
四
二
一
～
四
二
二
頁
）。

（
71
）　

明
治
二
十
四
年
十
月
三
十
日
付
皇
后
宮
大
夫
香
川
敬
三
宛
日
本
赤
十
字
社
長
佐
野
常
民
依

頼
文
書
（
皇
后
宮
職
「
日
本
赤
十
字
社
録
」
明
治
二
十
四
年
、
第
三
号
一
、
二
四
八
〇
二
）。

（
72
）　
「
第
六
回
報
告
」
日
本
赤
十
字
社
宛
岐
阜
県
出
張
員
、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
日
（
同

前
皇
后
宮
職
「
日
本
赤
十
字
社
録
」
明
治
二
十
四
年
、
第
三
号
二
）。
日
本
赤
十
字
社
の
救
護

活
動
に
つ
い
て
は
、「
濃
尾
震
災
の
救
護
」（『
日
本
赤
十
字
社
発
達
史
』
日
本
赤
十
字
社
発
達

史
発
行
所
、
一
九
一
一
年
）
等
、
参
照
。

（
73
）　

前
掲
内
事
課
「
進
退
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
一
三
号
。

（
74
）　

前
掲
皇
后
宮
職
「
日
記
」
明
治
二
十
四
年
、
同
年
十
二
月
九
日
条
。

（
75
）　

皇
后
宮
職
「
日
本
赤
十
字
社
録
」
明
治
二
十
五
年
、
第
一
・
二
号
（
二
四
八
〇
二
）。

（
76
）　

北
原
糸
子
「
濃
尾
地
震
と
救
済
と
復
興
」（
前
掲
同
編
『
日
本
災
害
史
』）、
二
八
七
～
二

九
七
頁
。

（
77
）　
「
官
報
」
号
外
、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
一
日
。
前
掲
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
下
、

一
一
四
四
頁
、
参
照
。

（
78
）　

内
事
課
「
恩
賜
録
四
」
明
治
二
十
四
年
、
第
一
〇
二
号
（
二
〇
二
―
四
）。
な
お
、
同
文

書
の
一
部
翻
刻
が
前
掲
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
二
五
近
代
二
政
治
・
行
政
二
（
二
〇
二
～
二
〇

五
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
79
）　
「
愛
岐
震
災
一
件
（
一
）」（「
品
川
弥
二
郎
関
係
文
書
（
そ
の
一
）」
Ｒ
46
資
料
番
号
九
〇

三
―
一
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）。

（
80
）　

前
掲
内
事
課
「
恩
賜
録
四
」
明
治
二
十
四
年
、
第
九
八
号
。

（
81
）　

明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
付
宮
内
大
臣
土
方
久
元
宛
愛
知
県
知
事
岩
村
高
俊
電
報

（
内
事
課
「
幸
啓
録
三
」
明
治
二
十
四
年
、
第
三
六
号
、
二
二
―
三
）。

（
82
）　

内
事
課
「
幸
啓
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
七
号
（
二
二
―
二
）。
慈
善
会
の
開
催
に

あ
た
っ
て
、
宮
内
大
臣
土
方
久
元
は
内
務
大
臣
品
川
弥
二
郎
に
、
皇
后
の
「
御
沙
汰
」
を
受
け

て
「
可
成
収
入
増
加
候
様
尚
御
尽
力
」
す
る
よ
う
、
被
災
地
支
援
の
協
力
を
求
め
て
い
た
（
明

治
二
十
四
年
十
一
月
七
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
土
方
久
元
書
簡
〈『
品
川
弥
二
郎
関
係
文
書
』
六
、

山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
〉、
五
四
頁
）。

（
83
）　

婦
人
慈
善
会
と
東
京
慈
恵
医
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
辻
岡
健
志
「
昭
憲
皇
太
后
と
東

京
慈
恵
医
院
」（
港
区
立
郷
土
歴
史
館
・
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
編
『
港
区
立
郷
土
歴
史
館
・

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
共
催
特
別
展　

港
区
と
皇
室
の
近
代
』
港
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇

年
）、
九
七
頁
、
参
照
。

（
84
）　
『
世
外
井
上
公
伝
』
三
（
内
外
書
籍
、
一
九
三
四
年
）、
七
八
四
～
七
八
五
頁
。

（
85
）　

前
掲
皇
后
宮
職
「
日
記
」
明
治
二
十
四
年
、
同
年
十
一
月
十
二
日
条
。

（
86
）　
『
東
京
慈
恵
医
院
第
五
報
告
』
明
治
二
十
四
・
二
十
五
年
、
五
三
～
五
四
頁
。

（
87
）　

前
掲
内
事
課
「
進
退
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
一
四
・
二
一
五
号
。
東
京
慈
恵
医
院

で
は
、
被
災
地
に
入
っ
て
積
極
的
に
救
護
活
動
を
行
っ
た
（
平
尾
真
智
子
・
芳
賀
佐
和
子
・
蝦

名
總
子
「
明
治
二
十
四
年
濃
尾
地
震
に
お
け
る
東
京
慈
恵
医
院
の
救
護
・
看
護
活
動
」〈『
日
本

医
史
学
雑
誌
』
第
五
六
巻
第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
〉）。

（
88
）　
『
官
報
』第
二
五
二
七
号
、明
治
二
十
四
年
十
二
月
一
日
、「
彙
報　

震
災
負
傷
者
慰
問
等（
岐

阜
県
）」。

（
89
）　
「
附　

震
災
日
誌
二
（
抄
）〔
救
済
実
施
景
況
報
告
記
事
〕」
明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十



（ 42 ）（ 43 ）

明治二十四年の濃尾地震と皇室・宮内省

八
日
（『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
近
代
五
、
岐
阜
県
、
二
〇
〇
一
年
）、
七
一
八
～
七
一
九
頁
。

（
90
）　

前
掲
皇
后
宮
職
「
日
記
」
明
治
二
十
四
年
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
条
。

（
91
）　

内
事
課
「
恩
賜
録
一
」
明
治
二
十
五
年
、
第
九
号
（
二
〇
三
―
一
）。

（
92
）　

内
事
課
「
皇
親
録
」
明
治
二
十
四
年
、
第
一
号
（
二
三
〇
二
六
）。

（
93
）　
「
震
災
地
視
察
概
況　

明
治
二
十
四
年
」（
三
条
公
行
実
編
輯
掛
「
彰
仁
親
王
年
譜
資
料　

巻
七
四
」
明
治
二
十
四
～
二
十
七
年
、
七
二
二
五
六
）。
以
下
の
記
述
は
本
史
料
に
拠
り
、
註

記
し
な
い
。

（
94
）　
『
官
報
』
第
二
五
二
五
号
、明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日
、「
彙
報　

小
松
宮
賞
詞
（
愛

知
県
）」。

（
95
）　
「
第
十
六
回
報
告
」
本
社
宛
日
本
赤
十
字
社
岐
阜
県
出
張
員
、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
十

一
日
（
前
掲
皇
后
宮
職
「
日
本
赤
十
字
社
録
」
明
治
二
十
四
年
、
第
三
号
一
）。
同
報
告
書
だ

け
は
前
掲
内
大
臣
府
「
岐
阜
県
下
震
災
概
況
書　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
」
に
も
写
し

が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
明
治
天
皇
の
御
手
許
に
上
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
彰
仁
親
王
は

明
治
二
十
年
十
二
月
十
五
日
に
日
本
赤
十
字
社
総
裁
に
就
任
し
、同
社
の
活
動
に
寄
与
し
た
（
書

陵
部
編
修
課
「
明
治
以
後
皇
族
実
録
五
八　

小
松
宮
実
録
一
七
彰
仁
親
王　

明
治
二
十
年
」
七

七
六
五
八
）。

（
96
）　

前
掲
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』、
八
七
、
三
四
七
頁
。

（
97
）　

前
掲
内
事
課
「
進
退
録
二
」
明
治
二
十
四
年
、
第
二
〇
九
号
。

（
98
）　

前
掲
御
料
局
「
事
業
録
九
」
明
治
二
十
四
年
、
第
八
〇
号
一
・
二
。
以
下
の
記
述
は
本
史

料
に
拠
り
、
註
記
し
な
い
。

（
99
）　
「
震
災
被
害
者
へ
木
材
払
下
事
務
顛
末
報
告
」
宮
内
大
臣
土
方
久
元
宛
岐
阜
県
知
事
曽
我

部
道
夫
、
明
治
二
十
七
年
二
月
二
日
（
同
前
御
料
局
「
事
業
録
九
」
明
治
二
十
四
年
、
第
八
〇

号
三
）。

（
100
）　
「
御
料
林
木
払
下
ニ
関
ス
ル
内
伸
書
」
宮
内
大
臣
土
方
久
元
宛
岐
阜
県
県
会
議
員
有
志
総
代
、

明
治
二
十
五
年
五
月
（
御
料
局
「
事
業
録
一
一
」
明
治
二
十
四
年
、
第
八
〇
号
七
、
五
七
二
五

―
一
一
）。

（
101
）　
（
明
治
二
十
五
年
）
六
月
六
日
付
岩
村
通
俊
宛
井
上
毅
書
簡
（『
井
上
毅
伝
』
史
料
編
第
四
、

國
學
院
大
學
図
書
館
、
一
九
七
一
年
）、
三
五
五
頁
。
政
府
内
で
は
小
崎
知
事
の
批
判
が
起
っ

て
お
り
、
井
上
は
特
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
い
う
（
松
田
之
利
「
岐
阜
県
の
被
害
・
救
済
」〈
前

掲
『
一
八
九
一　

濃
尾
地
震
報
告
書
』〉、
八
八
～
九
二
頁
）。
小
崎
は
明
治
二
十
六
年
三
月
に

部
下
の
汚
職
問
題
の
責
任
を
と
っ
て
免
官
と
な
っ
た
が
、
実
際
は
西
別
院
事
件
の
騒
動
や
、
政

府
・
県
議
会
な
ど
の
批
判
が
免
官
に
追
い
込
ん
だ
と
さ
れ
る
。

（
102
）　

御
料
局
技
師
江
崎
政
忠
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、「
小
寺
は
品
川
系
統
の
人
で
、
岩
村
さ
ん
に

睨
ま
れ
て
、
震
災
の
時
に
木
を
伐
り
出
す
の
に
反
対
し
た
。
小
寺
の
言
ふ
の
は
、
木
曽
の
や
う

な
良
い
木
を
罹
災
民
が
使
へ
る
も
の
で
は
な
い
」（『
明
治
林
業
逸
史
』
続
篇
、
大
日
本
山
林
会
、

一
九
三
一
年
、
二
〇
六
頁
）
と
し
て
、
御
料
局
内
に
お
け
る
御
料
林
木
払
下
げ
を
め
ぐ
る
方
針

の
対
立
が
窺
え
る
。
詳
し
く
は
、
池
田
さ
な
え
『
皇
室
財
産
の
政
治
史
』（
人
文
書
院
、
二
〇

一
九
年
）、
三
二
五
～
三
二
六
頁
、
参
照
。

（
103
）　

文
事
秘
書
局
「
請
願
書
」
明
治
二
十
五
年
、
第
三
号
（
二
七
三
七
五
）。
金
森
吉
次
郎
は

衆
議
院
議
員
や
県
会
議
員
な
ど
を
歴
任
し
、
震
災
後
は
治
水
事
業
に
携
わ
り
「
木
曽
川
治
水
王
」

と
呼
ば
れ
た
名
望
家
と
し
て
知
ら
れ
る
（「
木
曽
川
治
水
王　

金
森
吉
次
郎
翁
」〈
大
西
春
翠
『
薩

摩
義
士　

誉
の
千
本
松
』
千
本
松
刊
行
会
、
一
九
二
五
年
〉、
衆
議
院
・
参
議
院
編
『
議
会
制

度
七
十
年
史　

衆
議
院
議
員
名
鑑
』
一
九
六
二
年
、
一
四
〇
頁
）。
馬
淵
純
三
の
経
歴
の
詳
細

は
不
明
だ
が
、
明
治
二
十
五
年
一
月
十
八
日
、
馬
淵
は
金
森
ら
と
共
に
岐
阜
県
罹
災
市
街
地
救

済
請
願
上
京
委
員
の
肩
書
き
で
宮
内
大
臣
へ
礼
状
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
森
と
行
動
を

共
に
す
る
名
士
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（「
新
報　

天
恩
優
渥
。」〈『
教
育
報
知
』
第
三
〇
〇
号
、

同
年
一
月
三
十
日
〉）。

（
104
）　

宮
間
純
一「
近
代
日
本
に
お
け
る
災
害
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
化
―
行
政
組
織
に
よ
る「
災
害
誌
」

編
纂
事
業
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
』
第
一
三
号
、
二
〇
一

七
年
）、
二
二
～
二
六
頁
。

（
105
）　

前
掲
御
料
局
「
事
業
録
九
」
明
治
二
十
四
年
、「
例
言
」。


